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一
中国の労働者、農家と朝鮮戦争
――海外派兵・後方支援・政権交代――
陳
　
肇斌
　
朝鮮における米中軍事衝突が起きた一九五〇年一一月、中国の市民はどのように反応したのか。本稿は、本誌五
六巻二号から掲載してきた一連の拙稿
（１）
と同じ問題意識で、同時期の労働者と農家に対象を限定してその反応を考察
する。　
商工業者の反応を取りあげた本誌前号の拙稿では、商工業が発達していた天津・上海・香港・武漢に焦点を当て
てそれらの周辺都市にも言及した。労働者の反応を扱う本稿は、香港と武漢を除外しながらも、前稿と同じ理由から、前半の二節にそれぞれ華北と華東を取り上げる。そこでは、主に「海外派兵」はどのように見られたのかという問題に焦点をあて ちなみに全中国の労働者数は、本 の対象時期の約一年前の一九四九年五月現在、二〇〇―三〇〇万人の産業労働者を含めて約一〇〇〇―二〇〇〇万人おり、二〇〇万の人口を擁した天津では、労働者とその家族が一五〇万人 占め と見積もられてい
（２）
。
　
第三節には、企業の多くが国有化されていたことから前稿で取り上げなかった東北地域を考察対象に入れる。旧
満州時代から続く商工業 従事した労働者が大量 いたことと、朝鮮半島に近く 同地域 農家 ともに「後方支
399
二
援」に動員されかねない人たちであったことは、大きな理由である。　
これらの三節において、それぞれの地域の農家の反応についても紙幅を割いたが、広大な農村地域に暮らしてい
た四億ほどの農家をどのように扱うべきか、という問題はある。それを解決するため、農家にとって貴重な生産手段であった耕作用の役牛に焦点をあてる第四節を設ける。識字率の低かった当時の農家の反応をみるには、その語られたこと同様に、かれらの考えが反映され 役牛の扱われ方について考察することが、妥当であろう。一九五〇年夏から、前年一〇月に中国国民党政権から共産党の天下に替わったのを受けて土地改革 始まり 各地の役牛大量に処分された。それとほぼ時を同じくして、朝鮮における戦局次第で 再び「政
ビャンテャン
権交代」 （ 「変天」 ）が起きる
のではないかと考えられた。土地改革において、いわば「逆コース」が生じる可能性が、広く予想され 。そのため、辛うじて生き残ってい 役牛は 再び処分の運命に直面させられたのである。処分された牛の皮は、都市に流れ、皮革業労働者の手によって軍需品 加工され、ついには農家の子弟で構成さ た「志願軍」の将兵に配布されて朝鮮半島に渡った。一、華北地域１、天津　「抗米援朝」運動に対して、天津市の電力労働組合や市政労働組合およびその傘下にあった各組織・企業の従業員の示した反応は、 『天津日報』一一月一四日付の報告によ ば、以下の通りである。第一に 派兵と参戦をめぐ
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三
る問題については、市電力局のある幹部職員は、 「アメリカは国連の名義で出兵しているが、われわれはいわゆる志願部隊を朝鮮に派遣して名目が立たない」と語った。華北水利局のある職員は、 「朝鮮の軍隊が が東北地域の領土内に退いたら、それを武装解除すべきであり、そうしてはじめて国際公法に合致する。そうしないと、そ を追跡するアメリカ軍が わが領土内に入って てしまう」と語った。一部の従業員は、 「ソ連も朝鮮と唇歯相依る関係にあり、なぜソ連が派兵し 支援しないのか。わが方にのみ派兵参戦させたソ連は腹黒い」と語った。また、「なんと言っても中国と朝鮮は別
々
の国だ。国内の河南省や河北省のように自由に兵を動かして援助するわけには
いかない。われわれ中国人民の解放に、 （派兵までして）援助してくれた国はあったのか。朝鮮を支援 よりも台湾を解放すべきではないのか」と主張した者もいた。さらに「四六時中、平和を叫んでいる者が、まだアメリカから攻撃されて ないのに自分から攻めていくとはおか い」と述べ、いわば「専守防衛」を超えて先制攻撃を行った政権を批判した者も た。政府 とっていた「志願軍」の形式を理解せず、 「今回の志願軍の称号は、解放軍の主力が南下作戦中の め、北方 兵力が不足し から考え出された兵力補充の方法だ」と語った者も た
（３）
。
　
第二に、原子爆弾については、 「原爆が怖くないと宣伝しておきながら、ソ連外相のビシンスキーは国連総会で
その使用 禁止を必死に要求 る」と述べて、政府の宣伝に疑問を呈し 者がいた。それは 当時東側陣営直面した国内と国際社会からの二つの異 る要請に応えるた にとっ 行動によって生じ 矛盾をつい ものであった。つまり、国民の不安を軽減させそ 支持を調達すべく米側 もつ原爆の威力にあえ 評価を与えなかったが、他方、核兵器や世界大戦に反対する感情 もつ国際社会の支持を取付けるべ そ 壊滅的な破壊力を理由 、使用禁止を主張するという方針であ 。　
前者のために、当時『人民日報』では、たとえば、広島の被爆者による経験談が掲載された。一九四五年に広島
397
四
文理科大学で物理学を専攻していた留学生、由明哲という著者からの寄稿であるが、それによれば、著者は八月六日八時一五分頃、爆心から約一・五キロ離れた研究室でレントゲンを使う実験に取り組んでいた。閃光を見た後、吹き飛ばされて床に倒れた。 「直接の照射を受けておらず」 、ガラスの破片で皮膚に若干の出血はあったが、応急手当を受けず、東方向に一〇数キロ走り去った。その後、二週間ほど疲労感に襲われたが、五ヵ月後、医療検査を受けて白血球が僅かに減少した程度であり、ビタミン剤やホルモン注射を一〇数回ほど受けて「完全に回復し」現在に至っ いるというのが、その体験談 った。現地で目撃した高温、衝撃波、放射線等による死傷については抽象的 言及したに どまり、十分 対策をとっておけば被害を最小限に食い止めることができる、ということに主張の重点がおかれ
（４）
。
　
恐怖感を軽減させるために、一連の記事が同紙で掲載された。原爆とナイフの危険性に関する奇妙な比較が行わ
れた北京師範大学の陳寛腸という読者 らの寄稿が、その一つである。同投書は 確かに原爆は恐ろしい武器 はあると認めながら、一人の人間に致命的な危害を加えうる観点から見れ 、敵の手中にある一丁の銃やナイフ、または一発の爆弾でも十分威力 あるものにもか わらず、なぜ敵 銃砲やナイフ、通常の爆弾を恐れず、原爆だけを極端に恐れるのか、と問いかけた。このよ な「あまりにも可笑しい」現象が生じた は、国家の利益よりも個人の利益を優先しているからだという が、そ 投書の主張であった
（５）
。
　
これらの宣伝記事が労働者にどの程度の影響を与えたのかは、定かではない。しかし、約一週間後の日付で行わ
れた天津の労働者に関す 報告に記された電車公司のある労働 の発言が 相変わらず原爆の破壊的威力を認識した前提で行われたことは確認できる。 「原子爆弾は怖くない。死な もろともで すっきりするからだ。むしろ普通の爆弾の方が怖い。全員死ぬわけではないか 」と語られたのである
（６）
。この発言は一見、自暴自棄でいかにも
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「不合理」のようにみえる。しかし、宗教改革前夜のヨーロッパの戦火のなかからデシデリウス・エラスムスが指摘したところをみれば、この労働者の発言は理解しやすくなる。ヒューマニストのエラスムスは、ディオクレティアヌスの言葉を引きながら書いている。 「もし戦争がどうしても避けられぬというのなら、戦争の原因を造ったものの頭上に最も多くの災禍 降りかかるように、戦争が行われるべきだというのです。それに引き比べ今日では、君主たちは何の危害を受けることもなく戦争をやり 指導者たちは悠々と私腹を肥やしています。そして戦争には何の関係もなく、何一つその原因を作ることもなかった農夫や大衆の頭上に、この上もなく大きな災禍が降りかかっているのですよ
）7
（
。 」
　
このような観点は、一九二八年五月に日本の山東出兵を批判した石橋湛山の評論にも、見られる。開戦を決める
のがリーダーであるに かかわらず、危険を蒙るのは民衆であ という不条 を指摘したうえ、 「いつも対外関係が面倒になると主戦論を高唱する連中がある。其顔ぶ を見ると何う間違っても戦場に引き出さ る恐 のな 貴族院議員 某男爵 か、某博士と 、或はそこら 浪人志士とかである。世界の平和を願う者は、……戦争の場合には先ず其戦争を主張した者を、老若男女に拘わらず、兵卒として第一線に立てるという法律を作ったら好いか知れぬ。差詰め、先ず我国は田中首相を済南に送り、岩倉旅団あたりの一等卒 するこ だね。其外「もう斯うなったら大いに強硬に」など する連中は、どしどし戦場に送ること。田中さんが居なく 、首相 代りなどは幾らでもあって困る
）8
（
」と、石橋は書いたのである。
　
岩倉旅団の属した第六師団が熊本から山東に到着する前に、天津にいた「支那駐屯軍」から三個中隊が、先遣さ
れた
）9
（
。現地の新聞でも、日本国内から上がった派兵批判を含む関連記事が連日のように掲載された
）１０
（
。原爆よりも通
常爆弾の方が怖いと発言した天津の労働者が、石橋の「好戦論者を戦地へ」という辛らつな派兵批判 接した か
395
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どうかは知る由もないが、着眼点が共通したことは間違いない。つまり、通常型の戦争ではそれを始めた権力者が無傷で一般市民だけが被害を蒙る「不条理」が生じるが、核戦争の前では権力者も強制的に「平準化」される。それを考えれば、開戦を決めた権力者に対する痛烈な批判がその労働者 発言の真意であったように思わ る。　
第三に、対米ソ認識である。たとえば、ある職員は、 「革命大学で近代革命史を習った際、教科書からは中国侵
略を行った国は基本的に英、日、仏等だと教わった 、今はその侵略的行為を全部アメリカに擦り付けた。全て捏造だ」と語 。華北水利局のあ 職員は、 「アメリカの労働者の生活水準は低くない。アメリカの資本家は毎日玉子を食べるが、労働者も毎日玉子が食べられる。 朝鮮参戦には、米国内の労働者 反対しない。なぜなら軍需関連の生産が増えれば労働者 失業が減るからだ」と語り 政府 階級闘争論に基づく宣伝に疑問を呈した。また、ある職員は、 「アメリカがわれわれを国連に容れてくれなかったが、ソ連も最近のヨーロッパで開かれた八カ国外相会議にはわが国の参加をさせてくれなかった」と語った
）１１
（
。
　
朝鮮における戦局が一層深刻化した後 天津の私営企業・商店の従業員は、 『天津日報』の一一月二七日付の報
告によれば、不安と混乱のなかに陥った。ある金
チェンズゥアン
融機関「銭庄」では、従業員はオーナーから、 「これから言うこ
とを聞かなければ、 民党が復帰してきたらどうなるか分かっているな 脅された。労働組合に会費三ヶ月分未納の場合、会員資格を失う の規定がある 従業員のうち、そ を利用して故意に会費を払わない者まであらわれた。組合員が集まらない め会合 開けないことも起きた。例えば、金融業界の労組は抗米援朝の宣伝会を開くべく義勝両
チェンズゥアン
替屋に四回も訪ねたにもかかわらず、協力を得られず「会を開催することができなかった
）１２
（
。 」
　
私営企業にとどまらず、天津市鋼鉄工場、中国紡績、電信工業所等の国営企業でも類似した状況が起きた。しか
もそのうちの一部の共産党員までが、 「従軍に応募した後、 “足が痛くて行けなく った”と称し 、応募を後悔し
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た。 」また、ある共産党員は、政治学校への学習のための異動を上司から命じられたが、事前にその詳細が本人に伝わらなかったため、 「従軍への指示だと誤解して脱党を言い出した。 」上級機関の調査を受けたある工場の党組織では、 「党員総数の二割が、 （実質を伴わない）名義上 みの党員であったことが判明し
）１3
（
。 」
　
こうした従業員の異変の背後には、戦局に対して抱かれた幾つかの疑問や不安がうかがわれた。ある従業員は、
「抗米援朝をどこまで行うのか。アメリカを三八度線以南に追い出せばいいのか」と疑問をもった。また、ある従業員は、 「三八度線までの回復にとどめるべきだ。そうでないと、アメリカ人民と軍隊の“愛国主義”を刺激してしまいかねない」と語った。さらに「政府は宣伝にしか興味が く、防空に無関心で、米機が飛来したらどうするのか」と不安をあらわにした
）１４
（
。
２、北京　
北京市共産党委員会は一〇月三〇日に、北京石景山製鉄工場、発電所、電車公司、長辛店鉄道工場、農業機械工
場および清河毛織物工場の労働者にみられた時事問題へ 反応を報告した。それによれば、工場労働者は大抵アメリカの「侵略的行為に憤慨し、即時派兵 主張した。 」かれ が言うに 、 「朝鮮 おけるアメリカの戦争行為はわが国に対する と同じで、われわれはそれに関
リー
与しなければない。しかもそれを撃って殲滅しなければならな
い。 」また、 われわれの解放は多くの人命を犠牲し うえで勝ち取ったもので、アメリカが国境線まで攻め きた以上、戦わない理由はない」と語られた。さらに戦う積極的な理由として、 「東北地域 わが国の重工業地域で朝鮮がアメリカに占領されたら、家 玄関前で敵 砦が作られたよ なもの 、建設 専念 ようとしても集中で
393
八
きない」と語られた
）１5
（
。
　
また、 「米帝は空爆をしても人民の心を爆撃することができない。爆撃だけで勝利することは出来ない」と表明
された。そして「戦争になったら、入隊する」 、 「必要であれば、前線に行く。それまでは生産に専念する」 、 「台湾の解放に軍を出動させるべきだ」 、 「台湾と朝鮮の二正面作戦」や「ソ連に原爆を借りてアメリカに投下すべき というように、さまざまなる意見が語られた
）１６
（
。労働者の発言のなかで、 「人が我を侵さなければ我も人を侵さず、人
が我を侵せば我必ず人を侵す いう毛沢東の言葉が援用された
）１7
（
ことから、彼等の「積極的」な態度表明には、政
権の進めていた抗米援朝の「学習週間」で教わっ 内容 多く反映されたように思われる。海外派兵による積極的な介入を主張した労働者のうち、例えば石景山製鉄工場では「指を噛み切ってその血で、朝鮮派兵を求める要望書に署名した」ものも
）１8
（
。
　
しかし他方、派兵と参戦に冷淡な態度を示した者がいた。 「戦争になってもならなくてもわれわれと無関係だ。
いずれにしても働いて生活する みだ」と語られた。また、一部ながら、 朝鮮への派兵は国連憲章に違反しないか」と述べ派兵の正当性に疑問 呈した もいた
）１９
（
。
　
このように派兵についての意見が二分された状況は、ブルー・カラーにとどまらず、ホワイト・カラー従業員の
間にも観測された。つまり、一方では、政権の方針に同調し派兵を主張した者が「一部」いて、彼らは「朝鮮はわれわれの玄関口の階段のような ので、米帝にそ 階段を踏 せるべきではない 隣の家が火事になった場合、われわれがそれを救わない理由は い」 「朝鮮に対する米帝の侵略は中ソの東側陣営全体に対する進攻で……全ての力を出してそれと戦わなければなら と語った
）２０
（
、と報告された。
　
しかし他方、消極的な意見を表明した議論がより多く報告された。それによれば、 「朝鮮は独立国で、われわれ
392
中国の労働者、農家と朝鮮戦争
 
（都法五十八
-
一）
九
が出兵すれば、朝鮮の内政に干渉することになり、出動の名目がない。それよりも台湾に進軍し、それがアメリカに阻まれれば始めて で戦ったほうが、筋が立つ」と主張され、また、 「もう暫く様子をみてからのほうがいい」 、「中国に長い海岸線があり、米帝が上陸しやすい。工業は全て沿海地域にあるため、戦端を開くにしても、工場の疎開等、充分に準備しておくべきだ」 、 「三、五年ほど建設し、準備ができてからのほうがいい」と語られた
）２１
（
。これ
はいわゆる「関
ホワンリー与の先送り」の立場であった。
　
そして、 「関
ブーリー与しない」の意見としては、 「わが海空軍は陸軍に及ばず、武器もアメリカに及ばないことから、軽
挙妄動すべきではない」 、 「 “当たって砕けろ”には吝かではないが、米帝が鴨緑江を越えるのを待って、耐えて、耐えて、耐えられなく ってからすべきだ」 、 「人が我を侵さなければ我も人を侵さず。アメリカがまだ我を打っていないので それに関与すべきではない」と語られた
）２２
（
。
３、河北　
天津の近隣にある河北省の労働者は、省の党委員会が進めた「抗米援朝」宣伝週間の影響を受け、その反応が新
華社河北支社の一一月一九日付記事で報告された。それによ ば、 「旧解放区からきた労働者は、勝利に自信をみせていた。 」たとえば、河北軍区政治部印刷局の労働者が、 「抗議を繰り返しても意味がない。やっちゃえばいい。やっちゃっ ら、自分はすぐ生産の道具を置いて前線に行く。中国は戦争の中で成長してきた。戦争を恐 ず、必ず勝つ」と語
）２3
（
。
　
このような意見は党の方針に合致した「正論」として位置づけられたが、他方、それに付随して発生したような
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一〇
問題としては、対米「緊張感」を欠く姿勢が、指摘された。それによれば、 「米帝の実力を低く見積もった労働者も一部いた。 」例えば、発電所の労働者が、 「平和陣営の力が大きく、米帝があえて戦争に踏み切ることはないだろう」と語っていた。また、別の問題としては、 「終日に生産活動に忙殺され 時事に疎い者も少数ながらいた」と報告された
）２４
（
。ただ、時事宣伝に労働者の理解が少なかった原因は、政権による宣伝と学習活動がさらに強化されて
約一ヶ月後の報告記事においても 労働者が失業を恐れている」ことや、 「姑息な平和を貪る」者のリストのなかに「少数の年配 労働者」が含まれることが報告され いる
）２5
（
のをみれば、生産活動の多忙さ以外にもあったことが
分る。　
その一つに、生活難があった。実際、河北省政府鉱山冶金局のお雇い技師を辞めてその頃日本に帰国した日本人
の証言によれば、かれ 一家は月に三五〇キロの粟相当 収入があったが、 「一般の中国人労働者は一〇〇キロしか得られず、体を覆うものは襤褸しかなく 、 「強度の労働をしながら、政治教育や文化学習を、昼夜を問わず行わなければならない」と語られた
）２６
（
。
　
少ない収入で、塩を買うにも自由ではなか 長い冬季に備えて労働者か農家を問わず各家庭でみずから白菜
の漬物を作ることに全市民が勤しむこと 、華北地域の深秋の風物詩でもあった 、一一月二三日付の『天津日報』 報告記事によれば、 「華北各地では最近、塩不足が 刻であっ 。河北省、平原省 帯において一キロありの価格が、四〇〇〇元以上に騰がった 唐山 帯では、農家が列を成し 塩を買占める光景がみられた。 」深秋になると漬物づくりの塩の需要が大い 伸びることは毎年のことであったが、今回 塩不足の背景には、公営の塩専売公司が、夏に計画的に各地に配送せ に需要期に入ってようやく配送に着手し また各地の合作社との協力もうまく行われなかったことがあった。それ 加えて、 鉄道局には特殊の任務
00000
が割り当てられたため、前年のよう
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一一
に塩の輸送を優先的に扱ってもらえなかったからである
）２7
（
。 」特殊の任務とは、朝鮮半島に派遣される兵隊の輸送に
ほかならなかった。　
都市部、とくに政権が樹立した間もない地域の都市部の多くの市民は、パニックに陥った状況が観測された。都
市部に限らず、農村部の場合も同様であった。以前からの解放区では、村の幹部および党員団員、民兵の間で、「積極的に朝鮮を支援し、早期に出兵して米帝の気炎を挫くべきと大多数が主張し、抑えられないほどの高揚感のようなものすら感じられた。 “米帝がわが東北地域を爆撃した以上、それに宣戦布告すべきだ。あと数年間ゲリラ戦をし、三年間く い坑道戦を続けたとしても、傲慢な米帝をこのまま野放しさせるべきでない”と語った者がいた
）２8
（
。 」
　
このような勇ましい発言と異なり 一般農家の間では、 「平和を望む呑気な傾向が広くみられた。 」たとえば、
「目下の日増しに緊張してきた情勢を理解せず “大丈夫。ここに来るまでは、まだ早い”と語った」者がいた。また、 「消極的で厭戦思想を つ農家」も一部いて、 「平和さえあればいい。兵隊にとられることもなければ、夫役に徴用されることもない」と語ったり、 「君子は小人と喧嘩しない。米帝がわれ 侵略 ても、われはかれを仕返さない」と唱えた者がい
）２９
（
。
　
それとは別の観点から、派兵に異を唱えた農家もいた。たとえば、保定市から南西方向一八〇キロ離れた元氏県
では、原爆で「保定がやられたら、元氏もも ないだろう」と不安を語る者が た。また、戦争中の歴史から、「朝鮮人が日本を助けてわれわれを侵略 たから、アメリカに侵略されても中国の知った とではない。余計なお世話はすものでは 語っ 農家がいて、 「ナショナリズムの狭い了見が存在する」と報告された
）3０
（
。
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一二
４、チャハルと山西省　
チャハルの労働者の多くに見られるのは、強硬な主張であった。新華社通信華北総支社の報告記事によれば、彼
らは毛沢東や中央政府宛に派兵を求める書簡を次から次へと書き送った。張家口市鉄道局資材工場の党員および団員が、みずからの朝鮮への参戦を申し出た。また、同市私営企業の元興搾油工場の労働者が、 「 “戦争が起きたらアメリカ側に 原爆があるから怖くないのか”と脅してきた社長に対し、 “われわれ労働者は戦争を恐れたこと ない。デマを流す者を逮捕す ぞ”と言い返した
）3１
（
。 」
　
しかし他方、同記事は、別の一面をも報告した。それによれば 「一部の職員と労働者の間では、わが方の力に
ついての認識が不充分であり、 “民主陣営の力はやはり小さいようだ。 （国連で ）提案は悉く否決された” 、 アメリカ側の武器が優れることは、みんな知っている。本当に戦争 なったら、勝ち負けは言い難い”と語られた。 」また、一部 私営企業の職 労働者は、 「使用者側の脅しと勧誘を受けて 政権が変わる ではないかと考えていたようである。 」さらに、 「入党や入団を後悔した党員・団員も少数なが いた」というのが、その報告であった
）3２
（
。
　
都市部の労働者に見られる二分した議論と比べて、新政権の宣伝がまだ十分浸透していなかった農村部では異な
る様相を呈した。同記事によれば、 「絶対多数の農家は、生産活動しか知らず、時局についてはほとんど知らない少し知っていても不正確な認識にとどまり、平和ボケや天下泰平を貪る傾向が極めて広く見 れる。大抵の農家はアメリカを敵視する気持ちが弱い 緊迫した情勢に加えて政権の敵対者から 流言を受けて、パニックに陥っている。概して言えば、戦争を恐れ 無原則 和平を求める願望を持っている。 」それ 、 「われわれがこれらの大衆に対す 時事宣伝を日ごろ疎かにしてきたからだ」と指摘された
）33
（
。
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一三
　
政権による宣伝の影響をあまり受けていなかった農家にみられた具体的な反応は、二つに分けられた。第一、
「恐米」感情と「政権交代」への予測である。 「以前から共産党政権の支配下にあった旧解放区よりも、まだ革命して日が浅い新解放区にとりわけこの傾向が強くみられた。 」たとえば、チャハル省内の反乱勢力の活動が盛んな北部地域では、農家のもっている不安感が一層つよ 、 「みずから進んで反
トゥー フェイ
乱勢力に接近していった者もいた。 」張北
県では一部の民兵が、銃の携行によって狙われるのを恐れてそれを上級機関に返却した。土地改革で耕地を手に入れた一部の農家は、 「意識が低く」 、情勢が緊迫するなかで元地主や旧政権の工作員の流した流言を受けて、生産意欲が低下し、耕 を返上した。こ ような事案は、省内北部地域の康保県だけでも二一件発生した。南部地域の万全県閻家窯村では、 「翻身」農家に分配された地主の田畑が、今年まったく耕されなかった。第五区の第七屯や許家庄等の村では、農家が、 「言辞を弄し」た元地主によって、土地改革の果実として配分され 家屋から追い出された
）3４
（
。
　
第二に、厭戦感情である。農家の間では、 「戦勝 りはそもそも戦争しない方がいい」 、朝鮮問題は「自分たちと
関係ない。それに関わるの 大きなお世話だ」 、アメリカとの関係は「戦火 降りかか 場合また考えよう」という意見が語られた。こ ような農家の厭戦思想は 姑息な方法で安全を求め 無原則 和平を願う思想」 して批判されたが、他方、 「主な原因として一〇余年にわたる連年の戦争を経験したことから生じた厭戦感情と恐怖感による」ということも記事で指摘された。こうした厭戦感情は、解放区の新旧の区別なく広く観測され が、興味深いことに、 「旧解放区の農家にはより強くみられた」と記事に記された。そ 理由については ただ「ある意味においては」と述べたにとどまり 明言されなかった
）35
（
。長期にわたって戦争を支えていた旧解放区が疲弊しきった
ことを意味した表現であろ 。
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一四
　
本来、旧解放区の農家は長く共産党の宣伝教育に触れてきたため、政権の決定した派兵について新解放区の農家
より受け容れやすいはずと考えられがちであるが、農家の戦争被害や負担に対する皮膚感覚がより強烈であった。事実、同省の南部は、かつて八路軍の根拠地の「晋察
0
冀辺区」の一部を構成し、日中戦争期から戦争被害を大きく
蒙った地域であった。一九四六年一月二〇日付のある統計によれば、日中戦争期間中にチャハル南部が含まれる「冀察
0
区」の受けた、戦没軍人を除いた戦争被害は以下の通りである。 「死亡人口一〇万八〇〇人、略奪と強請によ
る食糧損害三二二万四六二九・四六二トン、家屋損害三九万五〇〇軒、牛・馬・ロバ・騾馬の損害二一万五〇〇〇頭、豚羊の 八〇万一二〇〇頭、農具家具の損害六一〇万件、被服損害四一二万五〇〇〇枚・着、連行された壮丁六万五〇〇〇人、トーチか・軍用道路・塹壕による用地 徴用五二万八三八 アール、夫役延べ一二〇〇万人
）3６
（
。 」
それに、日本軍の侵攻に抵抗する八路軍と根拠地政府 財政支出や人的物的支援を担わなければならなかった。そもそも同「辺区」はチャハルと山西 河北三省の境にある大行山脈に位置し 日本軍の掃蕩に抵抗するゲリラ戦の格好の立地にあるがゆえ根拠地となったが、当然人口が少なく経済も遅れ住民の生活が本来豊かではなかったことから、戦争によってもたらされる被 負担については 新解放区となった平野部 農家よりも一層敏感であ 。　
チャハルの南西隣にある山西省でも、新華社一一月一八日付の太原からの報告によれば、労働者は、従軍を望む
人がいないことはないが、 「最大の関心事は日常生活の問題であった。 」かれらは「現在 価上昇 朝鮮 の影響の結果と認識し 紙幣を嫌 食料品を買い溜めし、戦争を恐れる傾向が広くみられた。 」これらは にも見られた傾向であった。農家は「たいてい戦争を忌避し、入隊して参戦するのを恐れ と同時に、経済 負担増加で農業生産に専念することができないことを危惧した。 」旧解放区よりも新解放区の農家にみられる恐米感情がより強く、
崞
県第七区の一部の農家は政権交代を予想して土地改革で得た「土地を売り払った
）37
（
。 」恐米感情に関
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して、新解放区の農家が旧解放区の農家より強かったのは、前者が後者よりも多くの外部情報を長く接していたためと思われる。二、華東地域１、上海　
上海国営棉紡績公司第一〇工場および印刷業界の労働組合では、 「共産党の宣伝は人を騙すもので、米国のこと
を張子の虎と言っていたが、今となっ は、ぼろが出た。米軍は北朝鮮を一撃したし、今にも鴨緑江に来ちゃいそうだ」という議論があった。また、 「わが軍は朝鮮での戦闘に行き、かなりの戦死者を出して敗北した。本格的な対米戦争となったら、東北地方は戦場になるだろう。勝敗にかかわらず 上海は空爆を受けるだろうし、工場も閉まって生活でき くなるだろう。毛主席がチトーのよ になって、毎日平和な暮らし 過ごさせてもらえればいい。チトーになりたくないなら、早く蒋介石に戻ってきてほしい そうでなければ、われわれには破滅の道 か残らないだろう」と語られた
）38
（
。
　
これらの議論以外にも、蒋介石の復帰を望む声や世界大戦を忌避する意見があった。具体的に言うと、台湾に遷
った国民党が以前と変わっ という議論が持ち出され、 「台湾においても“土地改革” われている。蒋介石も自己批判が分かるよ になった」 ことである。そのうえで 互い人民のために服務するということであれば、戦争をする必要もなかろう。蒋介石と毛主席に、第三次世界大戦 は参加しないことを声明で出し ほ い。
385
一六
われわれ庶民には、生活さえできれば、毛さんであろうが蒋さんであろうが関係ない」という意見が語られた
）3９
（
。
　
議論の背後に共通していたのは、アメリカの強大さへの畏怖であった。 「米帝はガソリンを圧縮する技術を発明
し、一トンのガソリンを五ポンドの液体に相当するサイズの固体に圧縮させ、強力な破壊力を持たせること できる。それに、海水から各種の鉱物を練成することが出来て、作戦物資の不足を恐れてい い。この戦いはやりづらい」と語ら た。また、 「とにかくアメリカにはお金も、兵器も余るほどあり、そのうえ一〇数ヶ国 国連加盟国の部隊が共同作戦を行っている以上、こちらとして とて 太刀打ち きない。共産党は ゲリラ戦だの、平和署名だ 、宣伝だけがうまいが、屁の突っ張りにもならない。以前にゲリラ戦で天下をとっただろうが、それは蒋介石があまりにも腐敗しきっ からだった。今 アメリカ軍を蒋介石と同日に論じ ことはできず、ゲリラ戦をやっても意味がない」と語られた
）４０
（
。
　「今のような状況をみると、わが方は軍隊をどんどん汽車で東北地方に輸送すると同時に、東北の機械設備をさらに北側に撤退させて るが、他方のトルーマンとマッカーサーは意見の一致をみて強硬な姿勢に徹している。そのため、戦争は避けられ ようだ。 かし今回の場合は国民党との戦いとは違い、数十カ国が参 するこ になろう。東側陣営に わずか一八ヶ国しかなく、アメリカ側陣営には四〇数カ国余りが加わっ いる。国の数を比べただけでも敵わない。戦うように ったら 負 るに決ま 」この議論によって導かれた結論は、労働者中の「積極的分子」 対し 、 「自分の首が飛ば いよ に、もう時事問題など 首を突っ込まない方がいい」という助言であった
）４１
（
。
　
このような議論は決して個別的ではなく、多くの事例が報告されていた。たとえば、 「蒋介石 もうすぐ帰って
くるから、も 労働組合の会費を払わなくていい。正直に会費を納めれば納めるほど、あとでひど 目 遭わさ
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る確率も高くなる」 、 「今の西ドイツや朝鮮および国連の状況をみると、世界大戦はもう避けられない。労働組合の仕事には関わらないほうがいい。中国人は運が悪く、明日どうなるかも分からない」というよ なことも語られたのである
）４２
（
。
２、浙江省　『浙江日報』一一月六日付の報告によれば、同地の労働者の間では、次のような意見が語られた。 「米帝の侵略が朝鮮でますます激しくなっており、われわれは警戒を緩めずに積極的に準備して米帝のあらゆる侵略行為を打ち負かすために努力しなければ らない。 」 「米帝 得意になっているようだ 、朝鮮人民は……米帝に人民の力の大きさを思い知らせるよう、すでにゲリラ戦を全面的に展開している。 」 「蒋介石はアメリカの援助を受けて東北地方に攻め入ろうとしてい 。いま政府が労働者を訓練しているのは、戦場に送りこも としているからだ
）４3
（
。 」
　
こうした発言は、工場労働者が職場で語られたもので労組を通じて入手されたものと思われるが、日常の市民生
活のなかで行われた彼らの発言や工場労働者以外の労働者の発言は、含まれていなかったようである。当時、同省の公安局が「デマ」に対して発信源を徹底的に追及する方法を実施したため 「市民がデマを広めたり街頭で 事問題について語り合うと捕まえ れやすいので、進歩的な分子が落伍した市民の反応を耳にしにくくなり デマも地下に潜った
）４４
（
。 」
　
それでも、同報告で設けられ 工場「労働者」と異なる「市民」の項目から、その一端はうかがわれる。つまり、
ある店員の発言として、 「日本の吉田政府は第二次世界大戦前にもっていた植民地（台湾 朝鮮） 取り戻すこと
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一八
を求めたが、米帝は第三次大戦が勃発すれば自由に占領していいと応じた。西ドイツに対しても同じだ」と語ったことが、同項目で報告された
）４5
（
。これと関連する内容として、 「台湾には二〇万人の日本軍が到着した」といったよ
うな流言もあっ
）４６
（
。いずれも根拠不明であったが、元日本軍将校で構成され「白団」と通称された軍事顧問団が国
民党軍の訓練に関わっていたことに加えて、わずか五年ほど前までの日中戦争期の記憶と何らかの関係があったことは推測される。　
四日後の一一月一〇日に、 『浙江日報』は杭州市の労働者の反応について、続報を行った。それによれば、 「労働
者のうち積極的な分子は、米帝に打ち勝つ自信をもち、 “日本帝国主義に打ち勝ったから、アメリカなんか倒すは一撃すら要らない”と考えているが、しかし落伍分子を説得する具体的な材料は持ち合わせていない。現在、各企業で積極的な分子（党員の場合も含む）は落後分子から嘲られるのを恐れて発言を控えるようになり、現実の困難に屈して、 “時局を宣伝したら大衆から孤立してしまうので、宣伝しないことにした”と語っ る。 」戦局が悪化する つれ それに影響された工 の一部の青年団員は、 「不安を感じて活動を止めて、 “働いて給料をもらい、誰が来ても同じだ”と語るように っ 。一部の団員は 一般の労働者に敬遠されて孤立を感じた。団員の姿が現れると、一般の労働者が 密告されないようにすぐ口 つぐむからであった。 」中立的な立場 とる労働者の場合は、時局に無関心で、自分からは時事問題に触れず、他人の議論にも興味を示さなかった
）４7
（
。
　
労働者のうち「落伍分子」は、 「病的なほどまでにアメリカを恐れ、デマを信じ、ついにそれをまた広めるよう
なことを行った。 」政権交代が起きかねない将来のことを案じ 、 「共産党が来ても、国民党が来 も、自分は同じように働く。美
メーグォー
しい国（ 「美国」＝米国）だろうが、醜い国だろうが、侵略だろうが何だろうが、自分は働き口が
あって生活できればそ でいい」と語る者も少数ながらいた。青年団員 うち、 からの脱退を言い出す者
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いた。紡績業と絹織物業の労働者のうち、 「昔の作業服をよく保管しておけばいい。蒋介石が戻ってきたらそれを着れば外見上、分からないので」と語る者もいた
）４8
（
。
　
同報告書によれば、以上のような積極、中間、落伍の三種類のうち、 「後者は多数を占め、大抵読み書きが出来
ず他人の出鱈目を鵜のみした。 」前者は最も少なく 中間はそれに次いだ。 「これは極めて深刻な状況であり、一〇月六日から時事学習が始まって報告会を聞いたりして以降は動揺した気持ちがだいぶ落着いてきたが、情報が少ないなかで時事討論を行っても議論は深まらなかっ 」と報告され
）４９
（
。
　
当時、労働者の主要な情報源の一つは、むしろ「ヴォイス・オブ・アメリカ」のラジオ放送であった。市内多く
の企業の上級職員が、ほとんど全員「ヴォイス・オブ・アメリカ」放送を聴いていた。夜に聴取した情報を、翌日に職場の労働者に広め、意図的に「恐米病」を煽り、 「ヴォイス・オブ・アメリカ ニュースは正確で早い。漢
ソウル
城
と平壌の陥落をいち早く報道したが、新華社はだいぶ経ってからようやくそれを認めざるを得なかった」と語った
）5０
（
。
　
アメリカのつよい影響力は、杭州市にある閘口発電所でもみられた。同発電所は一九三二年一〇月に竣工され、
同省最大の発電所であり、首都南京市の下関発電所や上海の楊樹浦発電所とと に江南地域の三大発電所の一つとして数えられた近代的な発電所であった。そこには七五〇〇キロワットの発電機二組が据付けられ、総容量一万五〇〇〇キロワットに達する発電所であった
）5１
（
。 『浙江日報』の報告によれば、一部の従業員が、 「われわれの発電所の
機械設備は全てアメリカ製で、ソ連製は一つもない」と語り、 「アメリカを崇拝した」事例として報告さ た
）5２
（
。た
だ、同発電所の正史である『閘口発電廠志』を調べると 同所には当初から二台の粉炭燃焼ボイラーおよびそ 関連設備としてアメリカ製の設備が取り付けられたが、少 くとも蒸気タービン発電機はイギリス製であった
）53
（
。ソ連
製の設備はなかったかもしれないが、必ずしも全て米国製ではなかった。それでも全て米国製と語 れたことから
381
二〇
彼らに深い親米反ソ感情があったことは間違いなかった。　
類似した親米反ソ感情は、市場「労働者」である行商人の反応からも観測された。行商人の姚某が、 「いま品物
が値上がりしているが、全て朝鮮共
マ
産党の失敗の影響を受けたためだ。各国の共産党が繋がっているからだ。国民
党が失敗したときも物価 騰がっていた」と語った。もう一人の行商人、方長慶が、 「いまアメリカはソ連の罠にはまった。ソ連は米帝の兵力を分散させ、アメリカ内部の経済恐慌をより深刻化させ、または崩壊させたうえで、東側陣営の国々とともに対米大包囲網を形成しよう しているのだ」と語り、また「いまアメリカは西ヨーロッパで戦線を開き、第三次世界大戦 準備に着手し る ある露天商が 「アメリカがわれわれを打とうとしているの 、われわれがソ連と提携しているからだ。ソ連から離れれば、アメリカは絶対に手を出して来ない。われわれとしては“来るものはみな友”と う態度 もつべきだ」と語った
）5４
（
。この行商人の発言の前半は、すべて
の軍事同盟に孕む重大な問題点、すなわち「巻き込まれ 論」に関連する議論として注目に値する。つまり、安保装置として機能されるはずの同盟それ自体 、皮肉にも戦争誘発の原因とな と うことである。　
以上のような意見をもつ労働者の配偶者が、どのような反応を見せたのか。それに関する直截な記録はないが、
同市の女性市民の反応に関す くだりは報告書にあり 男性労働者の異性家族や女性労働者の意見をみ 際の参考になる。それによれば、 市の「大部分 女性は 戦争を恐れ 嫌悪感を抱き、平和を希求し 」その理由については、 「アメリカの侵略に抵抗することの意義について認識が足りず、抗美援朝を薮蛇で自ら火 粉を招く行動として捉えた」と報告記事で批判された 一 市民」のそ のようには明言さ ていない
）55
（
。
　
最後に、同地の農家の反応であるが、 「西湖区の農家はアメリカと蒋介石の帰還を恐れて その侵攻を撃退する
政府を一致 支持す 表明した」 杭州市近郊の農家 「日本軍や汪兆銘政権の支配期に迫害されていたため、
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その苦難に関心を示してくれた人民政府に感謝している」と報告記事通信で書かれている。このような農家の反応は、土地改革を経て小作農が自作農となったことから、示されたものと思われる。ただ、近郊の農家は「たいてい
0000
戦争を恐れて厭戦感情をもっている
）5６
（
」と同記事で言及されたことも看過すべきではない。
３、南京・江蘇南部　
南京市労働者の反応は、同市共産党委員会の一一月一四日付の報告において、次のように記された。 「一部の進
歩的な労働者および党員団員は、実際の行動 抗美援朝が実施されることを聞いて喜んだ。 」ただ、そのなかでも、温度差があったようである。もっとも積極的な者には、 「解放軍に入隊して戦争の中で成長することを望んだ団員がいた。 」このような勇ましい者を除く「積極分子」は、 「総じて言えば、時事問題につよい関心を示し、上司の決定を待つ」という姿勢であり、また 「参戦する時期を、より勝算が確実となる土地改革 実施後に引き延ばすのを望む者
）57
（
。 」事実上、朝鮮戦争への関
ホアンリー 与を当分先送りする立場とも受け止められかねない意見であ
った。　
こうした「積極分子」と異なり、明示的に「消極的な」姿勢を示した労働者が多数であった。同報告によれば、
「多く
00
の労働者は、アメリカを恐れる感情をもっており、派兵に慎重な態度をとっている。 」その恐怖感情の度合い
はかなり高く、本来「党員候補にリストアップされていた」ある鉄道関係 労働者が怯んで、 「自分は党員になる条件にはまだ達せず、もう少し様子をみよう 言い出すほどで った。また「少数の労働者 参戦した場合の生活を憂慮した。 」かれらはアメリカに「幻想を抱いて るもの」と報告記事で位置づけられた 、派兵しなけれ
379
二二
ばアメリカが中国を攻撃しないであろうし、経済援助をしてくれるかもしれないという考えをもった者と考えられる。さらに、一部の労働者は、 「朝鮮問題に関与すべきではない」ことを明確に主張し、その理由に「人が我を侵さなけれ 我も人を侵さない」こと、 「米帝が中国を侵略したら、ソ連は派兵してくれるだろ 」ことを挙げた
）58
（
。
前者には、いわば直接に武力攻撃を受けて ない状況下の先制攻撃に対する批判、後者 は、むしろ頼りとなるはずの同盟国の不出兵に対する疑問が込められたように読み取れる。いずれにしても、政権の海外派兵政策に賛成しなかったことは間違 ない。　
海外派兵に対する不賛成の意見は、主として国民政府時代からあった近代的な設備を擁する企業の従業員にあっ
た。永利製酸工場が、一九三六年末 竣工され、アメリカの企業の協力で出来た中国初の窒素肥料 生産する工場であり
）58
（
、その一部の従業員は、 「やはりアメリカは世界で最も科学が発達した国だ。勝算がなければ介入しなかっ
ただろう。中国にまで戦争 拡大されたら、わが国にとって東北地域も、台湾（海峡）も守らなければならないで、戦線は長すぎて不利だ」と考えた。電信局の従業員は、原爆の威力 観点から、 「最後の勝利 わが方にあるかもしれないが、華東地域は矢面に立た れ （市中心部の）新街口に原爆一つ落とされたらわれわれの電信局は跡形もなく消えてしまうだろう」と語り、全体と個人の関係の観点からは、 「勝利するかもしれないが、自分 命がどうなるのかは別問題だ」と語り、生活への影響の観点からは、 「戦争となったら、給料はどうな か」と語り、さまざまな疑問を提起した
）６０
（
。
　
南京の下関発電所が、一九一九年に米国商社を通して購入した一〇〇〇キロワットの蒸気タービン発電機で設立
された南京電灯工場を濫觴とし、その後、南京 首都を置いた国民政府時代には大規模な拡張工事を重ねられ、戦後も米国の救援物資を扱っていた戦後復興機構からあらたに三台もの蒸気タービン発電機を入手して増設された近
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代的な発電所であり、米国の一九三五年製の二台の粉炭燃焼ボイラーが少なくとも一九九〇年末までは同所で稼動していた
）６１
（
。前述した一九五〇年一一月一四日付の南京市党委員会の報告によれば、同所の一部の技術畑の従業員が、
「ソ連を軽視し、来所したソ連人専門家の行った指導を、 “煩雑”または“大したことはない”と捉えた。 」同所のある化学実験員が、 「われわれは長年アメリカ式の教育を受けてきて、急には変わらない」 語ってソ連式の方法に抵抗をみせた。かれらは、時事問題に興味を示さず、中共南京市委員会の機関紙、 『新華日報』を読もうとしなかった。 者はアメリカの雑誌を購読し ある者は沈黙を守った。ある秘書主任は、 「毎晩“ヴォイス・オブ・アメリカ”を聴取し、 “世界大戦はすでに勃発した” 、 “朝鮮人民軍の勝利は劉伯承の部隊が代わりに戦って得たもの”と語って同僚と密かに情報を交換した
）６２
（
。 」
　
国と政権を分けて捉える労働者も少数ながら、いた。かれらは、 「アメリカに亡国しても構わない。蒋介石が戻
ってきても亡国とは言えない」と語り、政権への支持と国を愛することを一体化させようとした政権 宣伝とは異なる視点から 意見を示し これら 、旧 時代の教育を受け 技術系の従業員であったから持った意見とは言い切れない。当時、新政権の当然の支持者と思わ がち 現場労働者も例外ではなかった。事実、 「荷役労働者のほとんどが、 “臨時収入”が多かった過去 比べて現在の生活はより苦 いことから、米帝の到来を切望した」と南京市党委員会が報告したのである
）６3
（
。
　
以上のような反応をみせた労働者の周辺では、朝鮮における不利な戦局に関するものや、兵隊の北送、列車の脱
線事故、食糧市場の価格変動、徴兵される可能性に関するものなど、さまざまな「流言」が広まった。その最たるものは、元国民政府の総統府前に鎮座 ていた狛
シ
犬に関するものであった。 「 “元総統府前の狛犬が歩き出した”と
の伝聞が流れ、瞬時に 全体が騒然とした。遅 思想をもつ市民はみ みずから 目で確かめ べく現場に行
377
二四
った。 」狛犬は歩き出したのみならず、泣いたとも言われた。 「その狛犬は国民党が崩壊した時、一度動いた。いま再び動いたから、また政
テャンシャー
権は変わるだろう。狛犬が涙を流したのは、蒋介石のことを懐かしく思っているから。 」
これは反政権勢力側の「工作員が民衆の迷信を利用して流したデマ」として記事で位置づけられたが
）６４
（
、南京市の労
働者の置かれて 動揺した世情を端的に現した一幕であった。　
動揺は、江蘇省南部にある無錫・松江地域の労働者の間でも観測された。 『蘇南日報』一一月一一日付の報告に
よれば、労働者は、一般に言えば 平和署名運動以来の宣伝教育を経て、 「国際情勢について基本的な認識を有するようになった。 」しかしそのうち 流言 聞いても、巻き込まれ 自らの責任を問われる を恐れて、労組への報告をためらう者がいた。 」公営工場で働い 労働者は、二種類に分かれた。 「勝利に充分な自信をもつものもいば、生産に専念し時事に無関心の人もいた。 」ホワイト・カラー 従業員のうち、 流言 惑わさ 、将来国民党が戻ってきたら酷い目 遭うのを恐 それゆえ労働組合から足を遠ざけ 道で知人の幹部に遇っても挨拶しなくなった者がいた
）６5
（
。 」
　
同地の農家は、一般に言えば、土地改革を喜んでいたが、他方、地主の流したデマを受けて、 「国民党の復帰を
恐れて地主の田んぼを自分の物にすることに躊躇いがあっ すでに自己所有にした場合も、その田んぼに麦撒いたり、割り当てられ 家屋 住んだりする勇気は持たなかった。旧暦の九月九日 「重陽節前後は転居 適さないとの迷信を理由にして るが、本音は報復されるのを避けた ことにあった。 」彼らは 「地主が反攻してきたら、やられそう」と不安を語 た
）６６
（
。一九五〇年の重陽節はちょうど米軍が平壌を占領した一〇月一九日であった。
世界大戦とそ に伴う「政
ビャンテャン
権交代」が予想されたなか、農家は、土地改革で得た果実について「田んぼは政府から
与えられたもので、自分から求め ものではなく、別 なくても い と言い出した。大抵の農家は「時局には
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“我関せず”の態度をとるようになった
）６7
（
。 」
三、東北地域１、 「政
ビャンティアン
権交代」
　
この節では、遼寧と松江を事例に、 「政権交代」に関する労働者と農家の考えを見てみる。
　
まず、旅順・大連では、新華社東北総支社一一月二一日付の報告記事によれば、同地の一般市民、 「とりわけ労
働者の絶対多数は、朝鮮人民の侵略に反対する戦争には同情を示した」が、労働者や農家の間で、 「個別的な現象ではあるが、望ましくない混乱した思想状況も観測された。 」そのうち、 「一部の労働者は時事問題に無関心であり、“働けば、誰の天下になっても食べていける”と考えていた」ことが、 「労働者のうち落伍分子の意見を代表した」主な事例の一つとして報告された
）６8
（
。
　
この事例は、明らかに「政権交代」が起きるであろうとの予測を前提にしたことを示しているが、同様の予測は、
同地の農家の間でも広く見られた。同記事によれば 同地の「農家は“政
ビャンテャン
権交代が起きるのではないか”との不安
を抱いた。貧農 劉忠義 土地革命で手に入れた土地の返上を希望し、市郊外の大辛寨 ある農家は“政権が引っ繰り返され ら地 に殺される” 語って、入手していた（元地主 ）住宅から転居することを言い出した。金県の貧農、李兆貴は、 “今の共産党では具合が悪い。村で協力 ない方がいい。 『いい評判』を残しておけば損することはなかろう”と友人に語った
）６９
（
。 」
375
二六
　
次に、中朝国境の北半分にあたる図門江流域、すなわち朝鮮族が集住する延吉が含まれる松江省の状況をみてみ
る。一一月三〇日付の『内部参考』に掲載された東北総支社の報告によれば、アメリカ軍の仁川上陸後、松江「全省の各工場や鉱山、企業 労働者は一層積極的に生産に励み、日曜出勤までして愛国主義生産競争を展開し 時事についての学習をも強化した
）7０
（
。 」 。
　
しかし他方、政権の主な支持基盤であった貧農や雇農の間では つよい動揺がみられた。同報告記事によれば、
かれらは政権の発行した「紙幣が使えなくなるのを恐れ、物を買い溜めして暴飲暴食し、生産意欲をなくし、戦争の行方に自信が持てなかっ 。 」尚志県 貧雇農が言う は、 「満州国は鉄製のバケツの うに出来ていたが 崩れるときは一瞬だった。われわれの今の政権は出来て日が浅く、持つかな」と語られた
）7１
（
。
　
拉林県前旗村の年配の村民、戴某は、 「人は王様 法に従い、草は風に靡く」との諺を援用しな ら、 「やって来
る権力者には従うもの 」と語り、米軍および蒋介石を受け入れるべきことを仄めかした。韓香村の白家屯は、以前は合作社に対して蓆を編む契約を要望したが、今はそれ 取りやめた。合作社の販売所が入荷した五〇リットルの酒は、二時間もかからないうちに売り切 た。本来お正月の めに飼っていた豚を屠殺して牛飲馬食する農家もいた。馬桂林一家は、全員綿入の防寒服を着 本来生地を購入する必要が いにもかかわらず、儲けが出ない食糧を売ってまで購入資金を捻出 、 「さら 二百尺 生地 買い溜めした
）7２
（
。 」
　
また「個別的な事例」とされながらも、地主に接近を試み始めた貧農や雇農もいたことが報告された。例えば、
土地改革で家屋が分け与えられた拉林県韓祥村 王財 、元所有者 地主に対 て、 「いつかま 気持ちよく住んでいただくように、そ 家をきれいに整えた。いまお返しする は具合 悪いが……」と語った。中農の場合は、基本的にはまだ貧農雇農側 立場に立ってい が、し し「立場が揺らぎ、中立的な態度 見せはじめた。 」かれ
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らは、 「共産党の下では自分らは連帯の対象であり、国民党が来たとしてもどうこうされるものではない」と考えた。また 土地改革の時期に間違って吊し上げにされた中農のうち、 「破壊活動を始め、貧農雇農を嘲る者もあらわれ 」　
かつての地主のうち、国民党の帰還による政
ビャンテャン
権交代を期待した者がいた。阿城県の町に住んでいた地主、王百祥
は、 「今の私には公民権がないが、あと数日待てば変わる」と語り、朝鮮戦争を逆 翻身」の機会として捉えた。しかし 旧地主であれば、全員必ず戦争に 待をかけたという単純な階級対立の図式では説明できない事例もあった。つまり 土 改革後の「労働改造」を受けて自ら農作業して「余裕ある生活を送るようになった」旧地主のことである。たとえば、拉林県民興村の地主であった康国廷が、その一人であり、 「戦争にはなってほ くない。戦争になっ ら、自分らは巻き込ま る。真っ先に貧農雇農らに片付けられてしまうから」と語ったのである
）（7
（
。 「大
義」に付随する暴力の連鎖をどこかで断たなければ、という人間の悲痛な叫び ようにも聞こえる。２、労働者と後方支援　
一般に言えば、戦時において市民は、直接戦闘に加わる兵隊になる以外に、補給等戦闘を支える「後
ザンチ
方支援」業
務への従事に強制的に動員される。朝鮮戦争当時の中国 は、それが 戦
ザンチン （争）勤（務） 」と呼ばれ、主として朝
鮮半島に隣接する東北地域の市民 課されていた。同地域で朝鮮戦争期間中、三九・九万人が従軍（内三〇万人が志願軍に編入）に動員されたが、その約一〇倍にあ る三九四万人の市民は後方支援業務に動員された。そのうち朝鮮国内に赴いた は、単純労働者（ 「民工」 ）七四万人、技術者四万人余りに達した。それ 遼東と遼西、黒龍江、
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二八
松江の四省からは、担架隊一・六六万台、遼東、遼西、吉林の三省からは馬車二四・八輌が加わった
）7４
（
。
　
一九五〇年秋の後方支援への動員にかかっていた市民が当初その勤務内容について想像できたとすれば、それは、
実際に行われていた国共内戦時のそれからの類推によるものであったと思われる。ここで、その二年半ほど前に東北行政委員会が制定し 「戦争勤務に関する条例」を一瞥する意味はあろう。同条例によれば 後方支援業務の種類は、以下の通りである。 「一、運輸業務。前方で作戦する部隊用 弾薬、食糧と軍馬飼料、被服 医薬機材等の軍需品の輸送および後方医院への移送が含まれ、主として車両 船舶によって行われる。二、担架業務。駅等中継地点までの傷病人員 搬送と受け渡しが含まれ、一台の担架に六人ずつ担当し、主として壮年男子がそれを担う。三、看護業務。各兵站で受け容れた患者を看護し……
）75
（
。 」
　
朝鮮戦争への後方支援に必要な労務調達は、夏にすでに一部、着手された。九月の末には後の参戦「志願軍」と
なる東北辺境防衛 の各軍単位に単純労働者による 民工担架」がそれぞれ六〇〇台配備され、防衛軍全体で総数五〇〇〇台の規模に達した
）7６
（
。国共内戦時に制定された後方支援条例で単純計算すれば、この時点、担架隊だけです
でに三万人ほど 単純労働者が動員された である。　
そして本格的に動員がかけられたのは一〇月以降であった。一一月一二日付の『人民日報』では、後方支援とそ
れに対する東北地域の労働者の対応に関する記事が掲載さ 。それによれば 「瀋陽東北機械管理局第一機械工場の多くの労働者は、朝鮮人民軍 作戦を支援するために自発的に朝鮮に赴くことを申し出た。また二 数名の労働者は朝鮮 行って抗米戦争をサポートするために自動車の運転技術を身につける決心を表明した。 」具体的に前が挙げられたのは、 「模範的労働者」 劉成福 あり 彼は朝鮮に赴く理由として、 「アメリカが朝鮮を占領した次の目標は東北地域であり、日本軍や国民党の支配下で送ったような牛馬以下の生活を二度と過ごしたくないか
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ら」と語った。同時に国営嫩江マッチ工場で開催された反米集会においては、先進的生産者の崔光軒ら「一五名の労働者や嫩江製糸工場の多くの労働者が朝鮮に赴く決意を表明した」と報じられた
）77
（
。
　
このように『人民日報』の報道記事では東北の労働者が「積極的に」後方支援に申し出たと報じられたが、実際
は労働者は必ずしも動員の主な対象ではなかったようである。国共内戦時の後方支援に 「都市部の労働者は動員できない」ことが一九四八年九月に中共合江省委員会のまとめた報告書で 言されていた。その理由はそこで何ら説明されて ないが、同省工作委員会から一九四六年四月に各県に出した指示では、従軍への動員を鉱山労働者の間で行わなかった理由について「鉱山 生産に影響を与えない す ため」と説明 た
）78
（
。一九四八年の段階
ではす に、工業生産の確保の観点からそ 担い手である工場労働者を後方支援や従軍に動員できな ことは、自明のこととなったようである。　
一九五〇年秋当時も、都市部の工場労働者は主たる動員対象ではなかった。同時期の労働者不足がきわめて深刻
な状況にあったから ある。一九五〇年六月までのわずか半年の間に新規に二〇万人が労働者となったほど、国営企業が新設され、労働者、とりわけ有能 熟練工不足 ため、各工場 激しい人材争奪 展開された。それに加えて、元の職場の労働条件が悪かったことと、労働紀律の緩みもあり、労働者の離職、転職は頻繁に行われた。市販され いた『東北日報』八月一八日付の報道記事によれば、東北地域の行政機関であった機械局傘下の大部分の工場では、欠勤が多く、 「全局平均一日当り一〇〇〇人以上の欠勤が生じ それは中規模の工場一つの全 数に匹敵するほどの人数であった。 」全局の労働者の出勤率は「五月以降、徐
々
に下がり始め、七月には九三・八％
になった。最も低い は第一機械工場で、七月には平均九一％しかなく、八月に入ると最低の日は八八％にまで低下した。欠勤者のうち 無断欠勤の占める率はもっとも高く、全体の三三％であっ
）7９
（
」 。
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三〇
　
このような状況は、秋になっても改善されるどころか、米韓軍が三八度線を越えて北上し鴨緑江に迫ってきた一
〇月以降は、一層悪化したようである。新華社東北総支社の一一月二一日付の内部報告用記事は、瀋陽市の労働者を含む「絶対多数
0000
の市民」は、 「わが志願軍の朝鮮人民解放戦争に参加することを正義の行動と認識し、勝つこと
に自信をもち、法規を厳格に遵守し積極的に生産活動に携わっている」としたうえで、他方「アメリカの兵器を恐れ、戦争の被害を蒙るの 恐れて動揺 恐怖と不安に陥る者も少数
00
ながらいた」と指摘し、労働者による大量の欠
勤や離職を報じている。そ 事例として、 「五・一工場では、一〇月一九日から連続数日も無断欠勤した者は一二〇〇名以上に上った。工具工場では、一〇月一〇日から二四日までの間、職場を放棄し逃走した者は四五〇人に上り、総従業員数の二八％に達した」と報告した。その理由について 労働条件や工場間の人材争奪に触れず、朝鮮戦争の戦火に対する恐怖 直截に指摘した。 かも「そのような不安感は 部の意志の弱い党員と団員 影響を及ぼし、後者の逃走をも引き起した。とりわけ中国南部出身 従業員 その傾向が強く見られた 報告
）8０
（
。
　
同記事は続けて、 「少数
00
の市民の間では、流言飛語を信じてパニックを起こし、敵機による空爆を恐れ、防空施
設を信頼しなかった。そして後方支援へ 動員や兵隊に徴集されるのを忌避し、政権に不満を抱き、その行動をかつての傀儡政権の満州国による強制連行と同一視した
）8１
（
。 」 「満州国」当時、人員でも物資でも行政による強制供出を
割り当 られた場合、 「誰も貧乏くじは引きたがらない」こ から、 「攤
タンパイ
派（均分の意）と称する危険分散の方式が
あって、誰か引き受けた者が 彼 お陰で難を がれ 人たちから代償の支払いを受ける。……本人 村の連中からそれだけの醵金を受けて供出のルートに乗る」が、村の人々からお金をもらって一応 れに従事し から逃亡するという「攤派稼ぎの逃亡」があった
）8２
（
。後方支援への動員の手法が、 「満州国」時代の徴用と連想されたのである。
そこで、一定の人口数に応じて各戸に割り当てられ 賦役 忌避するだけの め、 「同居している家族から分家し
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た市民も現われた
）83
（
。 」
　
工場労働者は動員の主たる対象ではなかったが、全く動員されなかったわけではない。前述した『人民日報』記
事で紹介されたように、輸送用の自動車や機関車の運転手や修理工等、ある程度の専門的技能を要する人員が必要であったからである。しかし、少なくとも黒龍江省では、労働者は「一般に言えば、生産において積極的な姿勢を示しているが、後方支援への協力の呼びかけには応じる者が少なかった。その理由は家族 反対であった」と報告された
）8４
（
。
　
そもそも都市部の住民に対する後方支援や従軍への動員 、容易ではなかった。そ は都市部住民の生活状況と
密接に関係していた。前述した一九四八年の合江省委員会の報告書では、工場労働者は動員できないことに続いて、次のよう 指摘 。　
 「商人や店員は後方支援勤務に行きたがらない。そもそも都市における生活手段は他に少なく、もし後方支援の負担を都市部の貧民に負わせたら、その留守家族はたちまち生活できなくなる。これまで、三回も後方支援への動員を行ったが、各都 は異なる方法をとった。たとえば、ジャームースー市 は、一回目は互選の方法 行われたが、選ばれた者はみな行くのを拒否した。二、三回目は定員枠を各町に割り当て、該当する商家の金銭負担で人を雇う形で行われた。しかし雇われた者には一部の貧民を除けば、大抵自営業での臨時手伝いか、失業中の独身者、または素性不明の者、政権の批判や追及から逃げ回る者ばかりであり、毎回のことであるが、出発後に脱走したり、仮病を理由に早期帰還を求めた現象が起きた。三回の動員のうち、逃走および早期帰還した者は計二二二人あり、後方支援参加者総数の二二％を占めた。富錦県の市部では、籤引きの方法がとられたが、商人は当っ ら、あいかわらずお金を出して代理を雇った。それに応じ 者の
369
三二
多くは、ならず者であった
）（8
（
。 」
　
こうした問題を解決するために、たとえば、 「依蘭県では、貧民に労働力を出してもらい、商家からは後方支援
参加者の衣服および留守家族の生活扶助に必要な費用を出してもらうという方法が試みられたが、それでも都市部住民は参加したがらなかった。何故なら、都市での生活は容易ではなく、若干の補助を得たとしても 一人の労働力の働きで得られる金額には及ばず、農村部のように近隣による代理耕作はできず、一人の主要労働力 欠けると留守家族の生活を維持すること 難しい。 」このような問題を解決するために、ジャームースー市およびその他の県からは、 「都市部は後方支援の民工を出さず、そ 代わり、民工の雇用およびそれにかかる諸経費として後方支援勤務費を出し、商工業者の営業収益 応じて累進的にそれを徴収するという方法が提起された
）（8
（
。 」
　
これらは、国共内戦時の共産党支配下の都市部における後方支援への徴用をめぐる問題点とその解決方法ではあ
ったが、二年後の朝鮮戦争に介入した頃も基本的な状況は変わっていなかったように思われる。３、農家と後方支　
前述したように、朝鮮戦争期間中に東北地域から後方 援に動員され、朝鮮国内に赴いた単純労働者は、七八万
人ほどいた。そのうちの大部分は農村部の住民であった。前述の国共内戦時の「戦争勤務に関する条例」という令名の前半に「東北解放区人民の自衛愛国
0000
」という修飾語が付されたことから、少なくとも農家を含めた関係者に
とっては、 「保家衛国
0000
」のための「抗米援朝」と聞かされながら後方支援に動員された際に、二年半前に実際に携
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わった経験や見聞が思い出されたのであろう。　
一一月一二日付の『人民日報』の公開報道記事は、東北地域の農家の後方支援への徴用に対する積極的な反応を
報じた
）（8
（
。それによれば、 「土地や故郷を衛るために東北地域の千、万単位の農家が、馬を買い馬車を修理し、人民
軍を助ける輸送を行うべく朝鮮に赴こうと準備に取りかかっている。米軍機からの機銃掃射を受けた鴨緑江右岸に位置する遼東省の農家は、自発的に朝鮮に赴いて参戦する意欲が日増しに高まってきた。長白山の麓の各県の農家だけでも、自発的に四二〇〇台の担架を用意し、随時に川を跨る用意が出来ている。寛甸と安東両県 農家からは故郷を衛るべく朝鮮人民を助け米軍と戦う正当な希望を示した者が三〇〇〇人ほど た 安東空港で米機 掃射を受けて死亡した労働者、李秀国の故郷である同県孤山子区の農家 は、とくに敵討ちする気持ちが強い。同区家李洪範が、早
々
と担架を用意した。彼は、 “米軍の鬼子は魂胆見え見えだ。鴨緑江の向こう側が占領されたら、
われわれはいつまでも落着いて暮らせない。今回、参戦のため 朝鮮に行き、米軍の鬼子を打ち負かすまでは絶対に帰ってこない”と語った」と報じられ 。それ以外に、吉林省の「著名な模範労働者」の範韓恩が「余 いる食糧を売 その代金で馬 買う計画」を示した新聞投書や 松江 農家が「自発的に一五 台の担架を用意し、寧安県東和村の農家孫振祥親子が競っ 加わろうとした」こと、瀋陽市郊外 新城子区の「農家 みな今年新しく購入した馬と馬車を供出した」ことなどが、紹介された
）（（
（
。
　
以上の公開報道記事からは後方支援に対する農家の積極的な姿勢しかみられなかった。実際、国共内戦時農家を
後方支援に徴用した際 みら た問題点は、抗米援朝時においては見られなかった か。内戦時の問題点は次 ようにいくつかあった。第一、政権の将来に自信が持て いことであっ 。たとえば 政府の報告 よれば、国共内戦勃発当初、共産軍が劣勢にあって民衆は「わが党とわ 軍が果たして政権の座に長くいられるかどうかと
367
三四
いうことに大いに疑念をもち、……動員に消極的でそれをいい加減にあしらい、様子見の態度をとり」 、それが農家を動員する際に直面した主な障害であった
）8９
（
。
　
第二、負担の公平性の問題であった。たとえば、遼寧省政府民政庁武装課の一九四八年一二月四日付の後方支援
業務に関する総括報告書 よれば、戦場に隣接しま は交通要所に近い地域の農家に負担が重く、交通不便な地域の農家が軽いという現象があり、過重負担を負わされた農家の馬と荷車の数は大幅に減った。何故なら、 「後方支援に徴用されるのを嫌って、馬を売ってロバに買い換えたり」 、 「馬を売ることが禁じられているところでは、農家は飼育をサボって故意にそれを死亡させたり 。そうすれば、馬車と労務 出さなくて済むのであった。 」同時期の熱河遼寧軍分区の別 総括書でも、不公平 よって生じた同じ現象が報告された。それによれば、 「各村に公平に割り当てないような現象が広く存在し 村の幹部には後方支援に行かない場合がある。また後方支援 行った後、留守家族の面倒 見るも が な ため 途中で脱退 て帰ってきた者があり、それは担架隊逃亡を招く最大の原因となった。馬の購入を嫌 たり、荷車を隠 たりする者もいた
）９０
（
。 」
　
第三、死傷を伴う戦争それ自体への恐怖感情であった。四年前の一九四六年当時、国共内戦の後方支援に動員さ
れた「単純労働者は、飛行機を見た途端にその隊列が崩れ乱れた。夜間 自動車のヘッドライトを見ただけで飛行機が来たと言って逃げ散った
）９１
（
。 」戦時民衆の空襲に対する恐怖感については、日中戦争勃発当初から予備陸軍軍
医中尉として召集された金沢医科大学 早尾乕雄教授によっても観測され、南京攻略戦直後 一九三八年春にまとめた戦場神経症に関する意見書で報告され いる。　
 「彼等ハ、日本飛行機ノ襲来ニヨリ極度ニ恐怖興奮シ、殊ニ家庭ニ残サレタル子女ニ多クノ恐怖病者ヲ出シタリトイフ。
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蘇州市支那人精神病院ニ於テ調査セル所ニヨレバ、戦闘酣ナル頃ハ、其ノ収容ニ場所足ラザリシ程ナリシトイフ。現在ニアリテモ、飛行機ノ飛来ハ、今尚支那人ヲシテ行ヲ止メシメ、警怖ノ顔貌ヲ以テ仰ギ見ル姿ヲ見ルヲ得。余ガ調査セル患者中ニハ、南京付近ノ爆撃ニ際シ、野良ニ出テ居リシ若干農夫ガ恐怖ノタメ興奮シ遁逃シテ、終ニ蘇州ニ来リ、病院ニ収容セラレタルモ其ノ当時 記憶ナシ。調査時全治シ タルモ、尚未ダ健忘症ト共ニ身ヲ震ワ 当時 語レルア
）９２
（
。 」
　
もちろん、それを「臆病」な農夫のゆえと嘲り笑うことはできない。 「勇猛」とされていた帝国軍人の見せた空
襲への反応についても、早尾は書いている。 「某見習士官ガ破片創ニテタオレシ時ニ戦友ハ救助セント集レリ。其ノ時空襲来ルト知ルヤ一同傷者ヲ置キ去リニ遁走セリトイフ。……居合セタル砲兵弾列ノ引率者ハ進退ヲ躊躇シテ決セズ、……此ノ時平然タル者ハ殆ドナカリキ
）９3
（
。 」
 
　
ともあれ、以上にみたような後方支援における問題は、前述の『人民日報』の報道記事では見られなかった。し
かし同様の問題は抗米援朝への後方支援動員において、存在しなかったわけではなかった。非公開の新華社東北総支社の報告が、その一端を伝えている。それによれば、遼西省では、政権の将来に悲観的な見通しを示した農家が多かったようである。つまり、革命後 「新しく豊か なった農家や上昇中の農家は、共産党が敗退 たら帰還した国民党から排斥され のを恐れて、後方支援業務に加わることに積極的であった」が、他方、同省農村部の「多
0
く
0
の農家の間では、政
ビアンテァン
権交代や戦火に巻き込まれるのを恐れる傾向がつよくみられた。 」とくに「遼中地域の農家
は、政権交代と戦災、紙幣の紙屑化 るという“三つの不安” 苛まれていた。 」 「担架担ぎの労務徴用を嫌った農家は、二〇〇〇万東北人民元という高値で代理を雇った 」後方支援への徴用に応じるどころか、 「かれらの一部は食糧と馬を売り払って生産意欲を著しく低下させた。豚や鶏等を屠って暴飲暴食する現象が広くみられた。 」
365
三六
国民党の復帰を見越して、 「個別的な事例ではあるが、地主や富農に屈従するようになった貧農も現れた」と報告された
（（9
（
。瀋陽市の郊外地域にも、 「蒋介石軍の反攻によって革命の果実が守れなくなるのを恐れて、豚や羊等の家
畜を処分して牛飲馬食する農家がいた」と報告された
（（9
（
。
　
近隣の遼東省でも、状況は同じであった。この遼東は、朝鮮に派遣される第一陣の志願軍が出動する前に集結し
た三つの場所である安東、寛甸、輯安が位置する省であったが、 「一般に言えば、民衆は積極的に“抗米援朝して家と国を衛る”との意見を支持してい 。 かし、かなりの割合の農家は、反米の心を持っていても援朝の意志は持っていない。そのうち同省の一部の労働模範すら含まれた。 」同報告記事 これを述べたうえ、各層の農家 違いについ 次のように記した。 「一般に小作農や中農、下中農は国民党が戻ってくるの 望まず後方支援業務を引き受けることに積極的であるが、富裕中農は“誰が来てもい じゃ いか”と考え 労務徴用 引き受けに消で、馬や荷車を売り払い、仮病や転居など 方法で後方支援業務を忌避した。その他、土地改革で不利益を受けた一部の中農は、地主や富農に影響されて国民党 帰還を望んだ
（（9
（
。 」
　
遼西の西隣にある熱河省でも、 「大部分の農家は、戦火を恐れて朝鮮戦争に消極的な態度をとった。姑息な平和
を望む傾向が広くみられた。 」東北地域 最北部にある黒龍江省の大部分の農家も、同様であったが、 「動員を受けた後、再び亡国の奴隷に なりたくな ことから、後方支援について積極的になった者は一部あらわれた。しかし、アメリカ 恐れる感情を抱く者が一部あ 、また厭戦感情が っ 、 “少し譲っ あげても戦争だけは避け い”と考える農家も一部いた。 」後方支援への徴用に消極的な農家のうち 「狭隘な民族主義的な観念をもち、 “自分はわが国を攻撃してきたら行く 、朝鮮のことだから関係ない”と語った者もいた。 」これは、 わば「専守防衛」の立場にあたる。いずれにしても、報告記事によれば、 「後方支援 急を要した任務であり、デマも多 っ ため
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その影響を受けて農家は生産意欲を低下させ、馬や麦の種子、食糧を売り払った者もいた。暴飲暴食し、浪費する現象は広く見受けられた
）９7
（
。 」
四、牛の運命１、役牛の処分　
一九五〇年秋、西安付近の各地で、大量の役牛が屠殺された。新華社西北総支社の一二月一二日付の報告によれ
ば、 「近来、耕作用の役牛をみだりに屠殺する現象が深刻である」と報告された。一例を挙げれば、興平県の北留村一つの村に「二〇軒余り 屠殺屋がいて、一日あたり四〇数頭の役牛を捌いてい このまま放置すれば、冬季中に四〇〇〇余頭の役牛が屠殺されることになり」 、翌春の農業生産に大きな影響を与える とが懸念された。牛は農地を耕す際 貴重な動力だけでなく、牛糞が堆肥を作 重要な素材 もあることから、農家に って耕作に不可欠な存在であったが、 「貧農雇農は土地改革で牛を配分されず、冬季に牛糞 蓄積もできず 生産 大きな支障を来たしている」と報告された
）９8
（
。
　
この現象は、西北地域に限らなかった。華中の湖南省でも、秋頃から役牛が大量に減少し 中南
の報告記事によれば、一〇月から一一月にいたるま 、同行政区内各地は南寧や広州を除き、均しく物価が上昇した。物価上昇の原因として、冬季の農村部の輸送が困難 あることに加えて、新旧の正月 控えた需要の増加等が挙げられたが、それら りも真っ先に「主な原因は戦争の影響である」と指摘された。つまり「一〇余年来、民衆
363
三八
はインフレの被害を痛いほど蒙ってきたため、……人心は動揺を極めた。人民元の価値が暴落するのを恐れ、物資の欠乏を恐れることから、物資を買占め、金銀を買占めておく傾向が広くみられた
）９９
（
。 」高騰した物資は各種の輸入
品や金銀等の貴金属に どまらず、現地で生産できる綿糸、煙草の葉に加えて、 「牛の皮」も含まれた。役牛の減少は、 「牛の皮」の需要増加と無関係ではなかった。　
事実、牛の皮に対する需要の増加は、朝鮮戦争勃発直後からすでに始まっていた。中共湖南省委員会の機関紙で
あった『新湖南報』の七月一四日付の報告記事によれば、七月初 に郴州鄧家塘駅から役牛を満載した列車が広州に向か 。 「一車両に二三～二五頭の牛が載せられた。 」ま 、鄧家塘から耒陽までの区間沿線でも、貨物車両と家畜車両による二〇数両編成 混合列車が五本、南方に下っていくのを目撃された。牛が大量に南下したのは 多くの貧しい農家が生活に困窮し借金しようにも方法はなく、端境期を凌ぐ めに「自己の健康な牛 故意に傷つけて売り払わざるを得なかった」と 告記事で指摘された。農業生産を維持させるため まだ働ける役 売買が制限されるなか、故意に傷つけたの 余の策として考えられたであろう。し し同地では七月初旬に早稲が収穫されることを考えれば、数日間の糊口をしのぐ はまだ十分に働ける牛を抵当に入れて飯米を借り入れることは困難ではなかったはずである。将来生きて行くために貴重な生産資料であった牛を無理 て手放すこと は、土地革命の特殊な事情が背景にあったと推測され　
まず考えられるのは、農村地域で牛を引き受ける者がいなかったことである。事実、生活に若干余裕があった地
主らも、同通信によれば、間近に迫って る土地改革 よって没収されるのを嫌って、自 の所有した「牛 低価格でも売るのを惜しま
）100
（
。 」六月三〇日に公布された土地改革法の第二条には地主の「耕作用の家畜を没収
することが明記されていた
）101
（
。従来、何らかの理由によって所有権が譲渡されたとしても、現地にとどまって耕作す
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る役牛の機能それ自体に影響を及ぼさない余地もあったが、そのような道は、性急に推し進められる土地改革によって断たれた。　
そこへ、朝鮮戦争の勃発によって、軍需品の原料となるその皮に高い市場価値があるものとして狙われた。現に、
役牛の流出に軍が関与した事例も確認される。長沙市のある市民から寄せられた情報によれば、七月三日夜、 「六、七人の武装した兵隊の護衛付きで、長沙市内から強壮な水牛九〇余頭が外省向けに輸送された。 」調査したところ、「これらの役牛は、補充用新兵の訓練業務を担っていた株州市駐屯中の第二師団司令部の馮課長の協力を得た商人が、広州に輸送させて売らせ も であった」ということが確認された
）102
（
。もっぱら馮課長一個人の判断で営利的に
行われたのか、それとも上級機関 指示を受けて行われた軍需品の材料とな 牛の皮の調達任務の一環であったのかは必ずしも明らかではないが、いずれにしても、農村部で土地改革 影響によって処分された牛 価格が下落した一方、都市部で朝鮮戦争による需要が高まる牛の皮の価格が高騰したという現象と関係したことは、間違いない。　
二ヵ月後の四川省でも、土地改革の影響が農家の生活、さら は役牛の運命に波及した現象が、観測された。四
川の農村部で、地主らは土地財産の没収を避けるため 富農となるのを目指 、自らも一部生産労働に携わるという富農 資格要件を満たすべく、それまで小作農に貸していた田畑を自らの耕作用に回収した。富農も、一部雇用労働に頼っていたこと ら「搾取」とみなさ 、富 のゆえ食糧の上納義務を負わされ 。彼らは中農と貧農の加入する「農会の会員権を取得する」ことを切実に願い、そ ために、それまで雇って 短期工を解雇し 。四川南部の瀘県の二〇〇戸の農家に対して行われた調査 よれば、 「二六戸 地主が一六戸の小作農から土地を回収し、三五戸の富農が二五名 雇用労働者 解雇した。 」もちろん、商業を兼ね 地主の場合、疲弊 社会で商売がうまく行かず 業に専念しようとした者もおり、ま は食糧不足で雇用を減らさざるを得ない者もいた
）103
（
。
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四〇
　
その結果、地主と富農はみずから労働に従事しはじめたが、農作業の経験が皆無か少ないことから、生産効率が
悪く生産量が減少し、田畑を荒れ果てさせた。他方、田畑を取り戻された小作農や解雇された雇農は、 「食糧を欠き、借りようにも道がなく、種子用の小麦まで食べてしまい、農具や耕作用の牛まで売り払った。 」その結果、労働力と労働工具の市場価格の空前の低下を招いた。 「従来、一人の雇用工は四ヶ月に二石余 の米が得られたが、今年は一石の条件でも仕事が見つからない。従来、一七～一八石になる役牛は、 ～五石でも売れなかった
）104
（
。 」
　
湖南省では、四川省と異なり、田畑の使用権の移動に奇妙な現象が起きた。むしろ、小作農の方 、農地を地主
に返還することを求めた。 「農家は一日も早く田畑を地主に返し いと焦っていた。その返還が〔政権によって〕制止されたことに不満をもっていた。 」それは 「地主から田畑を借りた際 多額の敷金が支払われていた」ためであった。つまり、小作農は耕作地がほしくなかったのではなく、地主の財産の没収が予期される土地改革の実施に先立って、以前払っていた敷金 地主から取り戻し、そ うえで、政権 よって取り上げられた地主所有の田畑の分配をただで受けることを望んだのである 同様 地主も土地改革の実施前 、以前 債権を回収しようとした
）105
（
。
これも、農家に対して牛を抵当に食糧を貸し付けるとの道 閉ざされる一因となったように思われる。　
一〇月に湖南省で、 「日本軍が攻めてきた時も干ばつだった。日本軍は来て一年足らずで敗走した。いま八路軍
が来てまた干ばつにな た。八路軍も続かないだろう」 、 「これまで公布された土 改革法は使えなくなった。中央政府政務院はそ を廃止しようとした。新し 土地改革法は富農 土 を全部没収する」 「秋の徴収時期 きた。各地の農家は牛を屠って幹部を労わな ればならない」との流言 流れた。 た「鶏税がとられる」ことも言われ、農村で鶏を飼う農家が少なかった
）106
（
。牛を飼う環境ではなかった。湖南の北にある湖北省でも、地主の反撃が確認さ
れ、たとえば麻城県一帯の地主が 「耕作用の 売ったり屠ったりした」 報告され
）107
（
。
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そのような状況のなかで、湖南湖北両省にとどまらず、広西省、江蘇省南部、四川省北部等広い地域で、役牛を
屠って外地に輸送する事態が見られた。一〇月頃、湖南広西間の陸路を通って、広州向けに輸送された役牛は一ヶ月の間、約一〇〇〇頭以上に達した。広西から広州行きの汽車を一本だけ調査したところ、一九二頭の役牛が確認された。蘇南の嘉定県では、八月一ヶ月間に四〇頭が屠られ、昆山県張浦区から上海の屠殺場に運ばれた役牛も三〇頭に達した。四川北部の南充県長楽郷は、牛の産地ではないにもかかわらず、各取引日に二〇〇―三〇〇 規模で売買 「四川北部の各地に、牛肉一キロ当たり三五〇元しか価値がなく 一頭分の牛肉の値段で二頭の生きた牛を購入できる 一頭の黄牛は二万余元しか価値がなく、一頭の水牛も五万元を超えない。これは子豚 匹と革靴一足の値段 も及ばなかった
）108
（
。 」きわめて歪な市場現象であった。
　
米中が軍事衝突した一一月に入り、 「政権交代」の流言が一層広まったにもかかわらず、少なくともそれまで牛
に大きく関心を示していた『新湖南報』 内 報告からは、牛 大量 処分された事例は確認されない。土地改革で配分されたものは将来地主に返還されるのを不安に思った農家の間で「大量に浪費する現象がみら 、益陽県寧郷第五区では、これまで 匹分の豚肉すら売り切れなかったが 三匹分も足りないほど旺盛な購買力となった」と報告されている。飯米以外 全て売り払ったり、農作業が徒労に終わるのを危惧して「田を耕して種を撒くこと止め」たり、 「田畑を二束三文で売った」というような不経済なことを行った貧農の 浪費行為」の かに、役牛を処分したような明示的な文言は見当たらなかった。 省 耕作役 の数がすでに相当減っ ためか、それと処分が確実に禁止 るようになったためかは不明であるが 牛に関して確認でき は、わずかに政権交代を予期した地主が土地改革に抵抗をみせて「耕作用の役牛 を食糧等とともに親戚や知人 預けた
）109
（
という事例くらいで
ある。
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四二
　
ともかく、役牛が外送され処分された原因について、新華社の報告記事は次のように指摘した。①工作員の流言
による被害である。つまり、 「政府は牛一頭につき一〇〇キロの食糧相当の税金を課す」ことや、 「政府は新規の役牛飼育に対して貸付をする」こと等の流言があり、農家は重税が課されるのを嫌って、牛を飼っても引き合わず、逆に がないことで政府から貸付が受けられると考えた。②地主側の要因である。つまり、地主はみずから役牛を処分するのみ らず、他人にもそれを勧めていた。③富農や中農の要因である。富農と中農は 貧農に役牛がなく、将来自 たち 牛が使われることが目に見えていることから、さまざまな理由を設けて牛を処分した。④貧農の一部も、 「自分たちの牛を処分したら、土地改革の配分で他人の牛がもらえるが、すでに牛をもっていたらもらえない」と考えた。⑤「一部の商人や回教徒は只管 暴利を貪り、不法にも役牛を屠った
）110
（
。 」しかし農家から二束三文
で仕入れた役牛が何故 暴利」 つながったの に いては、触 ていない。　
チャハル省においても同様の事態が起きた。新華社チャハル支社一一月一日付の報告によれば、同省雁北地域の
霊邱、蔚、渾源、右玉等各県の農村では、牛、ロバを含む耕作用家畜を大量に売り払う現象が起きた。霊邱の第一、三区と城関区が、八 九両月に耕作用家畜を二八一五頭が売られ、そ うち牛五二五頭 含 れた。同県城関区にあった三つの市場だけでも、牛一二九頭が売られた。同様にチャハル南部 各県にも、 が売られる現象 みらた
）111
（
。
　
こうした現象の原因について、同報告記事は次のように指摘し ①北京、天津、東北等各地域の「牛の皮の価
格が極めて高く」 、投機商人は、飼料用草の不足が各地で起きていることに便乗して大量に牛を買いつけた ②農村地域の幹部は、軍人の留守家族を扶助する一環として 代理耕作を村民に割り当てる際に、 「耕作家畜を つ家に多く押し付けるなど極めて不合理な指示を行う」からであった。③秋の耕作 幹部が 所有者 利
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益の保護に注意を払わず、役牛の労働価格を低く抑えられたため、所有者は、牛を飼うと経済的に損するのみならず精神的にも不愉快だと考えて売ることに踏み切った
）112
（
。
　
以上の原因①は、間違いなく朝鮮戦争への参戦準備から生じた軍需による影響であった。中国の参戦が一般市民
にとっても明確となりつつあった一一月下旬に至ると、戦争の結果「政権交代」が起きかねないとの予見も一因となった。このことは、一一月二七日付の新華社華北総支社の報告で明確に指摘された。それによれば、チャハル省の北部と雁北地域で、地主と富農が朝鮮における戦局 変化に便乗して反撃 出て、秋以降だけでも一〇〇件ほどの事例があ そ うち、省北部の商都と康保の両県の一部の村は約五〇件を占め 。雁北の陽高県では一層深刻であった。地主らの反撃はさまざまな形式を った。たとえば、 「第三次大戦が勃発し、間もなく土地 “原所有者”の手に戻さ ければならない」 いったような流言を流布しながら、土地改革で受けた果実を自ら返還するよう巧みに農家を誘導したり、また 直接に農家に対して小作料を強く求め、帳消しされていた債 の取立てを強め、 「土地や家畜を奪還した。 」 陽高県蕭家頭村の地主、蕭主昌 以前の債権を回収することを理由に、金銭や物資を強く求め、 「獅子屯村 主、熊三拐が、ロバ 無理やり引っ張って行った。 」それ 受け 一部村で農家は 政権交代」 恐れて小作料を納めたり、耕作を中止 情勢 静観 たり どう転んでも安全であるようにリスクを回避するいわゆる「ダブル保険契約」を 交わしたり、または土地等 取り返されるよりも早期に売る行動に出た
）113
（
。売られた物や生産資料のなかに、牛など「耕作用家畜」が含まれたのは、容易に想像され
る。
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四四
２、牛皮の戦時統制　
以上にみた役牛は、製革業が発達した都市部に流れ、原料皮となって製革労働者の手によって加工された。一九
五〇年当時、全国に大小四三一七社の製革企業があり、集中していた主な地域は、上海（三九三社） 、広州（三九社） 、天津（二四社）であった。全国の製革業において、牛の原料皮は月単位で、最高一九万一〇〇〇枚 平均六万四〇〇〇枚が使われた。本来全国に 年当たり最高で七〇〇万枚に達するほどの原料牛皮が供給されていたが、日中戦争の八年間で半減し それに続いた内戦で農村がさらに疲弊し、加えて一九四九年九月に政権が耕作用の役牛の殺処分を禁止したこともあり、市場への牛皮の供給量は一層減 年二〇〇万枚しか供給できなくなった。そのうち、製革業 製造原料に使われるものは、わずか一〇〇万余枚ほどであった。原料皮の生産量が激減したことから、従来輸出が認められていた水牛の皮までが 政府 ら明確に輸出が禁止されるようになった
）114
（
。
　
華東地域の牛皮流通の中心的存在であった上海を事例にみれば、一九五〇年には、主要な生産地であ た安徽省
の北部と江蘇省 北部 上海第一屠殺工場から、それぞ 二四万枚（うち現地消費二万枚）と七二三七枚（同五七八九枚） 、二万九〇二枚生産された。一九五一年には れ、二〇万枚と七五〇〇 、一万七八五〇枚の生産量が見込まれた。また水牛に関しては、一九五〇年に同様に 一五 同三万五 〇〇枚）と一万 七枚（同一万二四四枚） 、三万五二八四枚が生産され、 九五一年 はそれぞれ一二万枚と一万五 〇 、四万二五〇〇枚の生産量が見込 れた
）115
（
。
　
一九五一年度が前年度より生産量が低く見込まれたのは、五〇年の夏秋に、安徽、江蘇両省の北部を流れる淮河
の氾濫で蒙った水害の影響であった。 とえば、安徽省北部の阜陽行政専区 太和県では、八月頃から役牛の間で
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深刻な炭疽病が流行した。統計によれば、九月末まで同県でこの病気に罹った役牛は四八〇〇頭に達し、そのうち一七四一頭が死んだ。疫病は隣の各県に広まり、農村地域の不安を惹き起こした。発生当初、当局は医療チームを派遣して治療に当らせ、九月初旬に情況が好転して小康状態になった。しかし九月下旬から再び深刻化し始めた。安徽省北部地域でかつて炭疽病が発生したことがあった。当該病菌には土の中でまたは湿った条件の下で死滅せずに長年生存できる特性があることから、一九五〇年 同地域で水害が起きたのがきっかけとなり、病原菌は地上に現われ草に付着した。 「その草を食んだ役牛は罹病し、口や鼻、肛門から出血し、三―四時間で死んでいった
）116
（
。 」被
災地の復興が翌年にも見込まれ いほど被害は深刻であった。　
ともあれ、朝鮮戦争に参戦する一一月頃には、原料牛皮の供給が不足した。しかし軍需工業から大量に必要され
た。逼迫した需給関係 見舞われたのは、華東地域に限らず、全国各地であった。そこ 、中央軍事委員会 中央政府貿易部がそれに関する会議を開催し、牛皮統制を趣旨とする以下の決定が下された。①牛皮の買い付けは中国毛皮公司の独占と 、その業務を同公司の主な業務の一つ する。②各大行政区 自らの管轄地域を超えて買い付けを行ってはならない。必要があった場合は、中央の許可 得て、同地の毛皮公司を通して余剰の牛皮 買い付けさせる。 「全てを中央軍事委員会の統一的配分に帰して実施されることとする。 」③水牛の皮 輸出を禁止する。④市場の管理 強化する。⑤各地の商工業部門と中央工業部 毛 公司が、牛皮の買い付けが中断 ないよう適切な方法を検討す 、という決定であった
）117
（
。
　
それを受けて、一一月二四日午後二時から、華東軍政委員会貿易部が、同工業部や中国毛 公司華東区支社、上
海市商工局、同・国外貿易局、華東軍区後方支援部等の関係機関・部門とともに「牛皮の買付 関する座談会」を開いた。座談会で中央からの指示が伝達されたのち 各機関の参会者から意見が述べられた。貿易部は、同じ「統
355
四六
一的」な方法でも、生皮商の存在を許さない「統一的買付と販売」とともに、生皮商の存在を認める「統一的把握」という方法の可能性をも提示し、華東地域と軍需部のそれぞれの事情に応じて議論するよう口火を切った。毛皮公司は、統一的買付と販売 実施する場合の問題点、すなわち①上海付近の生皮商が製革工房に直接に販売していることからそれに対する管理が難しいこと それに加えて②既存の五〇軒 毛皮商の扱いと③牛皮の配分が難しいことに言及した。工業部は、 「統一的買付と販売制度が導入された場合、製革工業にも配慮するよう」と述べ、自らの管轄下にあっ 生産部門へ 原料供給について注意を喚起した
）118
（
。
　
それに対して、華東軍区後方支援部は、 「軍需への供給を保障し、生皮の域外流出を防止することは全国各地で
とられる措置と一致し、買付と販売を統一的に行うことを希望する」と発言した。それは中央 意思でもあった。結局、基本的な方向として「統一的買付と販売」を目指して、毛皮公司等の五者による準備機関を作ることとなったが、それに付随して生じかねない問題点については、市場、価格、技術、生産、組織機構等にわたるさまざまな角度から各関係機関・部門で具体的 検討したうえで、二七日に第一回準備委員会を開催することと決まった
）119
（
。
　
その後、一連の会合が行われたが、注目すべきは、軍需を保障するために進められる買付と販売の統制の流れに
対して、一時的とはいえ、商工局の参加者は 全国市場の統一性や自由貿易という原則論 唱え、さらに人為的価格操作が難しく役牛への波及 注意を喚起しながら慎重論を唱 たことである。 工局を代表して二九日に開かれた座談会に参会 た王青学が、 「①牛皮の域外流出を禁止することは〔建国の公約にあたる〕各党派 共同綱領定められた自由貿易の原則に反し 本局としては同意でき 。② 価格については慎重に慎重 期 行わなければな ない。農村の役牛に影響を及ぼすことから、市場 混乱して耕作用牛の大量処分の現象を惹き起こすようなことを避け ければならない」と語った。この域外流出を禁止すべきではないという商工局 意見は、貿易部
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の参会者からの賛同を得た
）120
（
。
　
しかし戦時の論理には抗えなかった。会合の司会者からは、 「公営機関による統一的買付と販売の必要性をとく
に強調し、軍側からの需要が極めて緊急性を要するため、目下この課題は極めて重大である」と語られた。それに対して、商工局側の参会者は、 「統一的買付と販売は、中央の意思かどうか」と再確認してみたが、 「中央の意思だ」と明確な回答が返ってきた。提起した第二の問題であ 「軍需の切迫度と数量」に関しては、 「極めて切迫している。革靴の甲革には年間一万九五〇〇担〔
一
担＝五〇キロ〕 、靴皮には年間一万五七六〇担、腰ベルトには年
間一万九〇〇〇担が要る。その他をも合計して、年間に一九万五五〇〇枚が必要とされる の回答であった。一枚は牛 頭分の牛皮である。それを重さで量る場合は担となるが、華東軍区にあたる「第三野戦軍 報告」とされる記録には、同軍 不足分 ついて 全て「枚数」の単位で記されている。 「半年で九万九五〇〇枚が要る。すに二―三万枚を購入しており、なお六万枚不足した
）121
（
。 」
　
この不足分の六万枚は、毛皮公司と第三野戦軍とが契約して買付けることとなった。また価格については、毛皮
公司が決めるが、 〔本社の〕総公司からの指示 来るまでは、 「毛皮公司が商工局と連絡を取りながら、合理的な価格で代わりに購入する。 」さらに、第三野戦軍に引き渡した余剰分の牛皮は総公司に渡し、総公司 よって 統一的」に配分するということが、二九日の会合の決定であった。この日の会議内容をまとめた王青学の報告書に、王の上司の曹某が、この件に関して「注意すべき点は二つあ ①軍需 保障すること、②牛皮の価格が騰がらないこと」と指示を書き込んだ
）122
（
。商工局内においても「軍需優先」の原則は再確認されたのである。
　
しかしそれでも、各方面間の調整は各論になると 順調ではなかった。一二月一一日に第四回の座談会が開かれ
た。第三野戦軍側は、 「軍用への供給は期日どおりに納入することを保障すべきである と納期厳守を強く主張し
353
四八
それにとどまらず、さらに「軍需上の調達物資の費用は免除されるべきである」と語って、費用の免除まで主張し始めた。それに対して 毛皮公司は、軍需への供給は最大限に務めるが、牛皮が市場に出回るシーズンの三分の二がすでに過ぎていることから、 「絶対にできるというわけではない」と応じた。そのうえ、それまで会議で議論された未解決の課題、 「たとえば第三野戦軍が、代理購入を委託してお たにもかかわらず、ついには引き取らなかったような事例」を持ち出して応酬した。会議 加わって た工業部所属の益民公司は、華東区の軍や政府から製革加工の任務はまだ受けていないが、 「最近、華北軍区から軍需の任務を引き受けてい ら、原料を自ら市場購入したい」と主張した。こ は、実質上の域外流出とも考え れ、また買付と販売を統一的に担う毛皮公司とどのように関係を調整するかという問題を招来した。結局、この第四回 座談会も結論は出ず、継続審議となった
）123
（
。
　
商工局の参会者は、上司への報告メモにおいて、 「第三野戦軍は任務上、緊急を要すると言っているが、行動面
においては受身的でそれ相応のことを行っ 」と軍に批判的なコメントを記し 。益民公司の要望に関連して、同域内の第三野戦軍から加工任務が与えら ないこと 着目し 「益民公司に加 任務が 由、計画的かつ持続的に加工任務を与えてあげることを、第三野戦軍に望む。切迫した情況 任務が与えられ、いい加減 粗製乱造されることがないようにするためにも、その方が望ましい 上司に具申した
）124
（
。このことからも、同人の軍
の無計画性に対する批判的立場が かがわれ 。軍の論理と民の論理が根本的 相容れない関係にあることの現われでもあった。
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３、皮革業と軍需　
製革業は一九五〇年初頭から、全国範囲で困難な状況にあった。新政権の進めていた全国の財政経済制度の統一
によって、物価がある程度安定したが、その反面、奢侈品に対する需要が落ち込み、皮革製品の在庫増加の現象は広くみられた。皮革業の抱えていた共通した問題は、回転資金が不足し、原料の入荷が容易ではないことであった。生産コストが販売価格よりも高いことから、各地の皮革業者は相次いで操業停止に追い まれた。皮革業のもっとも発達した上海を例にみれば 「その間、業界全体四〇九社のうち、辛うじて操業を維持できたのは、わずか二四一社しかなかった。操業停止率は 四一％に達したのである
）125
（
。 」皮革業の経営者にとどまらず、労働者も、困難な
状況に見舞われた。　
それを救ったのは、同年下半期の各 界の回復であり、とりわけ「軍需品に関する受注生産」であり、全国各地
の製革企業は相次いで操業を再開した。皮革製品には、重革と軽革 あり、前者は厚く固 皮を利用して靴底やベルト、各種の武器・車具に使われ、後者は「薄く柔らかい皮を利用 て靴のアッパーや被服等 使用される。また販売対象で言えば、被服等の民用や製糸機器のベルト等の工業用と 軍事用に分れる。各地の製糸工場の復興が工業用革の需要を刺激したが、同時 、朝鮮戦争に備える軍事特需も拍車を ける大きな一因であった
）126
（
。
　
上海市の牛皮を扱う製革業界の規模が、 「一九四九年の四〇二社、従業員二一〇一人」から「一九五一年の七六
九社、従 員三一七〇人」に急成長した も そうした特需を追い風にしたからである。また、主として牛皮を原料にした製靴 を中心に、一九五〇年九月に創設された「上海製靴業同業公会」には 零細の手工業工房も含め一一六七社、従業員三七八八人が加入 公会は国営の「上海市貿易信託公司を通じて軍靴の加工任務」を
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五〇
大量に引き受けた
）127
（
。
　
朝鮮特需によって、全国の製革・製靴業の労働者の生活に大きな変化が訪れた。革命前に製革業は主として民用
革の製造に携わっていたが、 「一九五〇年の下半期から工業用革の需要ガ日増しに増え、とりわけ全国に抗米援朝運動が展開されて以降は、軍需が急増したため、過去に主として民用革メーカーも相次いで工業用と軍用革の生産に転じた
）128
（
。 」上海だけを例にとっても、 「一九五〇年の民営の製革工業会社の生産の五五％が軍需用であった」と言
われる。ま 前述の益民公司と同じように、華東軍区からの受注に どまらず、域外から受注を受けて生産する会社もあった 上海市 中国製革工場がその一例で、一九五〇年一二月九―一三日間に行われた市商工局の調査によれば、同月に入ってから一三四担の牛皮を購入し 最近もっぱら華北方面の軍からの受注生産に携わっていた
）129
（
。 」
　
しかし、同業界は必ずしもバラ色ではなかった。需給を基本的に市場に委ねられる民用革の生産とは異なり、
「軍用革はもっぱら受注生産に依存した。一九五〇年の一年間、軍需部門からの発注は計画も段取りもなく行われ、時には多く時には少なく、時にはあって時にはなかった。各企業は 多忙と混乱 連続 より、正常 生産を行えなかった。 」しかも「大量に注文を受けた時は、原料皮の供給 追いつかず、激しい価格上昇を招いたが 文がない時は、価格が下落し、甚だしきは原料皮の産地より安い いう奇妙な現象を起こした。 」この うな発注 おける無計画性は、製革業者の生産活動 困難をも らしたのみならず、原料皮の市場にも大きな混乱を与えた
）130
（
。
　
それについて軍需部門は、同年一二月五日から開催された第一回全国製革工業会議で、自己批判を行わざるを得
ず、業界からの意見を受け入れ、以後 可能な限り計画的に行うべく、加工の発注に際してなるべく各方面と連絡を取り合いなが 進めていく意思を表明 た。その表明 、 「戦局の変化を予測する は難しいという特性が軍需にあるにせよ
）131
（
」との留保がつけられたことから、軍需産業の抱えた難しい側面の一端がうかがわれる。
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（都法五十八
-
一）五一
　
以上のような困難な状況は、華東軍区の後方支援軍需部に所属した製革工場の労働者の雇用問題にもっともよく
現われた。同工場は国民党軍の後方支援本部（ 「聨勤総部」 ）から接収した生産施設で、一九五〇年一一月一日現在六七一名の従業員を擁したが、そ 五七・九七％にあたる三八九人が、有期雇用の臨時工であった。しかもそのうちの一〇余人を除けば、全て現場の製靴部門に勤務し、当該部門従業員の九割以上を占めた。これらの臨時工は、同工場で進められる第一期の兵隊用革靴の生産任務のため 同年三、四月頃から採用され 。長い失業状態を経てようやく就職できた臨時工は、入社 て三ヶ月経た六月頃から 労働組合への加入を申し出た。その可否について工場の労組は軍事工業労組に指示を仰いだが、認められなかっ 。さらに全上海市労組の主席にそ 問題を提起したが、これも「臨時工は労働 合に加入できないことになっている。丁寧に説得するように」と か返事がもらえなかった
）132
（
。
　
そうこうするうちに、臨時工が入社して六ヶ月を経過した。ちょうど新規の生産任務が開始したこともあり、正
規雇用の契約に切り替えたいと要望されるよう なった。経営側で検討はされたが、結論 至らなかった。要望はますます切実になり、どの に「説得」されても効果がなく、 「経営陣や労組は有期雇用者の利益に関心がなく問題を解決してくれ い」と考 られるようになった。その後、工場の労組を通し 、一〇月中旬 開催された華東軍事工業の代表者会議にも期待がかけられたが、この問題を議題に入れ もらえることすらできなかった。会議閉幕後に、臨時工は、工場 要望しても結果は望めないと 失望感と 「今期 任務が終ったら、まだ仕事があるかないかも覚束ない」という失業への不安感 、 「工場側に黙って自らの代表を推挙し、軍事工業会と上海市総工会、市労働局 それぞれ直訴する」挙 出た。しかし、これも効果がなかった。そのため、臨時工の間で「非常に不安感が高まり、落着いて勤務 ることはできなかっ
）133
（
。 」
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五二
　
そうしたなか、一〇月下旬に工場側は、後方支援軍需部労組課に対して、臨時工の正規雇用への変更問題を説明
した。その結果、魏課長から「きたる第三期の生産任務が開始する時点でまだ在職しているならば、正規雇用への変更希望に応じることが出来る」との回答を得た。早速、その旨を二六日の時事学習の時間に臨時工に伝えた。「臨時工らは落着きを見せるようになった
）134
（
。 」一〇月八日に党中央で正式に朝鮮への派兵決定が下されていたことを
考えれば、長く未解決 ままの臨時工側の要望が突如に受け入れられたのは、もっとも緊急性の高かった軍需生産に支障を来たすような状況だけは避けたいという判断が華東軍区後方支援軍需部側にあったように思われる。　
ところが、このような考慮は、最高度の軍事機密に関係したためか、必ずしも上海市総工会には共有されなかっ
たようである。二日後の二八日 、上海総工会は書面で、 「前回来訪した代表である張世益、胡文斌、林克明、于
0
克勝
00
、賀伯章の五人に再度、面談に来るよう」求めた。会談の内容は明らかではないが、その直後に起きた騒動を
みれば、臨時工側が満足できるほどの内容ではなかったと推測される。三〇日付の上海市総工会機関紙の『労働報』には、各レベルの労組が組織の登記手続を速やかに完了させるよ との総工会通知が掲載されたが それを読んだ臨時工らは 「製靴の作業場でまた労組加入問題について議論し始めた 」昼休みの間 臨時工 各班 班長が自発的に講堂 集まって会議を開き、工場側労組 責任者である沈金祥に参会するよう求めた。彼らは、 「人数が多ければ力も大きいとの考えから、全三五名も 班 が共同 市総工会 行って請願することを決定した。 」それを阻止すべく沈は「説得」を繰り返した 、そ なかで、 「行くなら 場の管理部門から休暇許可を得なければならない」と語った
）135
（
。
　
散会後、臨時工らは三名の班長を代表に、工場側に休暇申請を提出した。しかし工場側は、 「これほどの大人数
が職場を放棄して陳情に行くこと 包囲と示威の性格をもち かつ生産にも重大 影響を与え 理由から
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（都法五十八
-
一）五三
可を与えず、新聞記事で述べられている「登記」は労組組織のことであって臨時工の労組加入問題のことではないと説明した。その回答に納得しない臨時工は許可を求め続けた。そのうえ、 「全班長が行くとの要望が認められないなら、班員のみんなで行く」ことを強硬に主張し始めた。それに対して工場側も、強硬姿勢に転じ、 「どうしても行くというなら、先に解雇手続を済ませてから行きなさい と応酬した。その態度に臨時工らは、大いに憤激した。いつの間にか「組合に加入したいなら首にすると言われた」と言い伝えられ、臨時工の不満は一層高まり、製靴部門がストライキ状態に入った。ストライキは二時間ほど続い が、結局、工場側の圧力と懐柔工作で操業は再開した
）136
（
。
　
この製革工場では、第一期の生産任務に含まれる「戦闘員の革靴」から、後の朝鮮に参戦する陸軍第九兵団の
「大砲のカバー」 、 「将校および空軍パイロットの革靴」に至るまで、次から次へと緊急な生産任務が遂行された。「製革部門 楊張木、王忠源両氏が、五月の生産競争において六〇％のノルマ超過を実現したが、突貫任務のあった一二月には一五〇％のノルマ超過を達成した。製靴部門の于克勝
000
が、七三％のノルマ超過の成績でその“早業”
が同部門の全員から認められた
）137
（
。 」この于は、 『労働報』の賞賛記事においても傑出した事例として取り上げられた
ほど有能な製靴工であった
）138
（
。彼らは優秀でしかも必要とされていた人材であり、その要求も、当時の関係法令、た
とえば、臨時工の契約期間は三ヶ月を超えな こと するが、 「勤続六カ月を経過した後も同生産活動に従事し続ける場合は正規工に改めるべき」と定められていた上海市当局の規定によっても支持され ものであった
）139
（
。
　
臨時工の要求が根拠のないものではないことについては、製革工場側もそれを認識していた。にもかかわらず、
後方支援軍需部は遅々として態度を明確にしなかっ 。その最大の理由は、言うまでもなく、軍需受注 不安定性にあった。製靴部門の現場労働者 九割を、長期にわたっ 臨時工に依存したままの状態にしていたことから、そ
347
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の受注の不安定性を誰よりも後方支援軍需部自身が熟知していたように思われる。事実、同年四月に同軍需部配下の第三被服工場でも、生産任務の完了の際に行われた解雇が臨時工からの強い抵抗に遭ったばかりである。生活に関わる一大事であったため、当初、夏の軍服生産を減らす指示を受けていた第三縫製部門の臨時工が、さら 解雇という通知受けて、非常に動揺した。さまざまな不満 噴出させ、有期雇用と正規雇用との格差に関連づけて「共産党のやり方に裏があり、われわれ 首にして仕事を正社員にやら ようとし る」と批判し、また「何 解放だよ。われわれ労働者に死ねというのか。みんな食べられるよう なるとい のは嘘だったのか」と述べて、 「労働者や人民」に政権の基盤を置く 政権の主張に疑問を投げかけた。それにとどまらず、職場の規律が乱され「工場の規則を無視し喧嘩が日常茶飯事となった
）140
（
。 」労働力の調整弁として使われた有期雇用の解雇ですら容易では
なかった。製革工場の場合も、正規雇用の拡大は躊躇されたであろう。いずれ しても 戦争特需で景気が上回ったとは言え、皮革労働者 職業の安定は直ちに保証されたわけではなかった。終りに　
一九五〇年夏から安徽省の北部地域は広範囲にわたって洪水被害に見舞われた。前節において同地域の阜陽行政
専区の太和県で発生し 牛の炭疽病について紹介したが 同県の人的被害を見ると、九月末現在の統計では、罹病した「牛 肉を食べたため、三一八〇名（二一五八名の児童を含む）も 農家が死亡した
）141
（
」ことが、一〇月二七日
付の新華社華東総支社の報告記事で確認できる。しかし、この災害について、四三年後の一九 三年に出版された『太和県志』では全く言及されていない
）142
（
。同時期に刊行された同じ専区内の他県の県志をみれば、七七万の人口が
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（都法五十八
-
一）五五
いた臨泉県では、 「七月、連日に大雨が降り注ぎ、河と湖の水が堤防を溢れ出し、泉河が逆流した。県城内に人の身長を超えるくらい水が深く、全県の五分の三は水没した。呂寨区には蟋蟀が災いを為すほど大量に発生した。一〇月下旬、雨と曇りの日が一〇日余り続いた
）143
（
。 」六〇万近い人口がいた頴上県では、 「六月下旬から雨季に入り、二
一日から七月一三日にかけて 連日に大雨か豪雨が降った。六月二六日から七月二〇日まで、六五六ミリの降雨量があり、河の水嵩があがった。…… 三二の郷鎮をもつ全県 、一一三の郷鎮のうちの一五六八の行政村、四〇余万人 被災した。…… 〇月六日から二五 まで、また か曇りの日が続き、洪水 後に追加して撒いた緑豆 蕎麦の種が出芽して腐り、全県で一万二九八〇トンの減産となった
）144
（
。 」さらに阜陽県、渦陽県、蒙城県等の県志でも、
類似した記述 見られ
）145
（
、水害の規模と深刻さの一端は、うかがわれる。
　
東隣の宿県行政専区も同様に深刻な被害を蒙った。一九八三年刊行の『宿県県志』によれば、 「七月より雨か曇
りの日の連続で河の水嵩が急激にあがり 部の堤防が決壊し、全県で一四〇万畝の田畑 水没し、五〇余万ほどの人口は罹災した。 」秋に入ってま もや三度の大雨に見舞われ、 「全県の秋季作二七〇万畝の田畑が 没した。第二回の水害では、晩秋作物 追加耕作の部分も 没し、被災状況は極めて深刻 あった」と記された
）146
（
。一九五〇年当
時南京市生産救援委員会の報告でも、 「宿県専区の一部の地域 連日の降雨により、畑に撒かれた蕎麦の種 発芽し、里芋や大根も根腐り、収穫 見込みはない」と報告された
）147
（
。
　
このような「天
ビャンテャン
候不順」が、前述した湖南省の干ばつを「政
ビャンテャン
権交代」と重ね合わせた流言のように、安徽省にお
いても捉えられたのかは不明であるが、秦王朝を転覆させる契機を作った陳勝、呉広 行九〇〇名が 二世元年（紀元前二〇九年）七月に、万里の長城への駐屯に徴集されて北上し、大雨に行く手を阻まれて決起したのも、この宿県（旧名蘄県）の大澤郷であった。それゆえか、清王朝から民国、新政権にいたるまで歴代の為政者 災害
345
五六
が頻発した同地に対する被災救援にそれなりの力を入れたたことも事実である
）148
（
。一九五〇年秋、現地にとどまらず、
上海においても広く寄付を募る活動が展開された。上海市総工会の機関紙『労働報』においても、 「被災者が一〇〇〇万人以上 」 、秋深まるなか一部の被災者が着ている服と言えば「 う服とは呼べず、僅かに数本の布切れが体に引っかかっているような」窮状を訴え、市民からの寄付が呼びかけられた
）149
（
。広範囲にわたる寄付活動が展開
されたなか、同紙で報道され、しかも皮革業に限ってみ ば、二九人規模の上海大華皮革工場の労働者が一一月八日現在「服二 着、靴一三足、帽子二個と現金四万五千元を寄贈した」ことが、確認される
）150
（
。
　
しかしこうした救援活動はもちろん、被災者の生活復興には不十分であった。本来、宿県専区では治水と救援を
兼ねて淮河に対する大規模な浚渫プロジェクトが考えられたが 「各村に三〇人の定員 枠があることに加えて一八歳から三五歳まで壮健 労働力」という厳しい条件が課さ 、しかも工事の予定は再三延期となり、凍った土を掘り出すことが困難となる一 月に入れば、ますます着工 不可能となるのではないかと予想された。そのなかで、被災地の多くの農家は、故郷にとどまって工事への参加で生計を立てる の期待 捨て 他地域に避難することを余儀なくされた
）151
（
。
　
南下した避難者について、南京市生産救援委員会は、一一月二〇日に次 ように報告した。 「南京の浦口から長
江を渡った避難者を統計した ころ 一日当り一二〇〇― 〇〇人あり、一一月一五日 一日だけで二一五八人にまで達し、八月以来の最高を記録した。そのうちの七割は、群れを成 てさらに南京・上海間 鉄道沿線および上海等地域に押し寄せた。避難者の語ったところによれば、臨淮関には だ一万人に近いほどの避難者が南 向うべく集まっていた
）152
（
。 」臨淮関は安徽省鳳陽県内にあり、のちに鄧小平による「第二次革命」の起爆剤となった農業
生産モデル、すなわち一九七八年末に「人民公社」の旧体制 反旗を翻した一八名の農家が「連判状」を書いて決
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（都法五十八
-
一）五七
行した生産請負制の発祥の地となった同県内の小岡村からは極めて近い。　
同じ時期の一一月四日付の『人民日報』に「抗米援朝」に関する中国の各党派名入りの呼びかけ書が公表され、
それをきっかけに全国規模 運動が展開され 。香港 『華僑日報』が報じたところによれば、 「一〇月二八日から一一月五日に て約一週の間、南京と上海の間の輸送は旅客車と貨物車を問わず全て止められ、軍用に振り向けられた。上海駅から、兵隊と軍需品を満載した列車が次から次へと北に向けて発車した 低く見積もっても、五万人の兵隊は乗っていたとみられた
）153
（
。 」上海方面から入手した情報に基づいたこの記事が事実であったとすれば、
列車は沿線で避難者とすれ違っ ことになる。自衛と称して遠く海外に派遣される兵隊を満載 車輌を、被災して故郷を追われた はどのように捉えたのか それに関する記録も研究も、まだない。（
1）　『法学会雑誌』五六巻一号と五七巻一号、同二号に掲載した計三篇の拙稿のことである。
（
2）　
劉少奇「在華北職工代表会議上関於工会工作問題的報告（一九四九年五月） 」方君帰主編『劉少奇問題資料専輯』 （中共
研究雑誌社、一九七〇年）二〇六頁。
（
3）　「津市電業工会等部分職工対目前時局的反映」 『内部参考』一九五〇年一一月二四日。
（
4）　
由明哲「我所碰到的原子弾」 『人民日報』一九五〇年一一月一一日。
（
5）　
陳寛腸「我是這様認識美帝的『法寶』原子弾的」 『人民日報』一九五〇年一一月一七日。
（
6）　「津市電業工会等部分職工対目前時局的反映」 、前掲。
（
7）　
エラスムス（箕輪三郎訳） 『平和の訴え』 （岩波文庫、一九六 年）七〇頁
（
8）　
石橋湛山『石橋湛山全集』第六巻（東洋経済新報社、一九七一年）四八六頁。
（
9）　
参謀本部『昭和三年
　
支那事変出兵史』 （巌南堂書店、一九七一年第二刷）一六四―一六九頁。
（
10）　
例えば、新聞『大公報』の一九二八年四月から五月までの関連記事を参照されたい
343
五八
（
11）　「津市電業工会等部分職工対目前時局的反映」 、前掲。
（
12）　「天津市的時局反映片断」 『内部参考』一九五〇年一二月二日。
（
13）　
同右。
（
14）　
同右。
（
15）　「京、津、滬、漢部分群衆対目前時局的反映」 『内部参考』一九五〇年一一月三日。
（
16）　
同右。
（
17）　
同右。
（
18）　「中共北京市委関於抗美援朝運動向中央並華北局的報告」 『北京市抗美援朝運動資料彙編』 （知識出版社、一九九三年）五〇頁。
（
19）　「京、津、滬、漢部分群衆対目前時局的反映」 、前掲。
（
20）　
同右。
（
21）　
同右。
（
22）　
同右。
（
23）　「河北省幹部和群衆對目前時局的反映」 『内部参考』一九五〇年一一月二四日。
（
24）　
同右。
（
25）　「保定、唐山、石家荘、秦皇島等四市群衆在抗米援朝運動中尚存在不少思想問題」 『内部参考』一九五〇年一二月二一日。
（
26）　「日帰僑捏造我国情形」 『内部参考』一九五〇年一〇月一七日。
（
27）　「最近華北各地塩荒厳重」 『内部参考』一九五〇年一一月三〇日。
（
28）　「河北省幹部和群衆對目前時局的反映」 、前掲。
（
29）　
同右。この通信記事にある農村地域の「群衆（
qunzhong ） 」を、文脈から判断して「農家」と訳した。
（
30）　
同右。
（
31）　「抗美援朝保家衛国声中察省各界思想動態」 『内部参考』一九五〇年一二月二〇日。
（
32）　
同右。
（
33）　
同右。
（
34）　
同右。
（
35）　
同右。
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（
36）　
魏宏遠主編『晋察冀辺区財政経済史資料選編（総論編） 』 （南開大学出版社、一九八四年）八四二頁。
（
37）　「山西抗米援朝運動展開以来各階層思想動態」 『内部参考』一九五〇年一二月八日。
（
38）　「上海、天津等地謡言一束」 『内部参考』一九五〇年一一月七日。
（
39）　
同右。
（
40）　
同右。
（
41）　
同右。
（
42）　
同右。
（
43）　「抗美援朝高潮中浙江某些群衆的思想情況和謡言」 『内部参考』一九五〇年一一月一四日。
（
44）　
同右。
（
45）　
同右。
（
46）　「杭州各界対時局的反映和該市流伝的一些謡言（続誌） 」 『内部参考』一九五〇年一 月 七日。
（
47）　
同右。
（
48）　
同右。
（
49）　
同右。
（
50）　
同右。
（
51）　
閘口発電廠志編集委員会編『閘口発電廠志』 （浙江古籍出版社、一九九五年）三三―三五頁。
（
52）　「杭州各界対時局的反映和該市流伝的一些謡言（続誌） 」一九五〇年一一月一七日、前掲。
（
53）　『閘口発電廠志』 、前掲、三三―三四、四五頁。
（
54）　「杭州各界対時局的反映和該市流伝的一些謡言（続誌） 」一九五〇年一一月 七日、前掲。
（
55）　
同右。
（
56）　
同右。
（
57）　「南京各階層對目前時局的反映」 『内部参考』 九五〇年一一月二三日。
（
58）　
同右。
（
59）　『化工先導範旭東』編輯組編『化工先導範旭東』 （中国文史出版社、一九八七年）一一三、 一九―一二一頁。
（
60）　「南京各階層對目前時局的反映」一九五〇年一一月二 日、前掲。
（
61）　
下関発電廠志編纂委員会編『下関発電廠志』 （江蘇人民出版社、一九九四年）六―一一、一七、一九三―一九七頁。
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（
62）　「南京各階層對目前時局的反映」一九五〇年一一月二三日、前掲。
（
63）　
同右。
（
64）　
同右。
（
65）　「無錫、松江各階層対時局的反映」 『内部参考』一九五〇年一一月二五日
（
66）　
同右。
（
67）　「無錫農村幹部無法撃破謡言很苦悶」 『内部参考』一九五〇年 二月五 。
（
68）　「瀋陽、旅大最近群衆思想動態及敵特活動情況」 『内部参考』一九五〇年一一月三〇日。
（
69）　
同右。
（
70）　「松江省目前幹部、群衆思想動態」 『内部参考』一九五〇年一一月三〇日。
（
71）　
同右。
（
72）　
同右。
（
73）　
同右。
（
74）　
軍事科学院軍事歴史研究所『抗美援朝戦争史』上巻（軍事科学出版社、二〇一二年）一一九、一九四頁。
（
75）　
東北行政委員会「東北解放区人民愛国自衛戦争勤務条例（一九四八年二月一三日） 」東北解放区財政経済史編写組編『東
北解放区財政経済史資料選編』第四輯（黒龍江省人民出版社、一九八八年）五〇九頁。
（
76）　『抗美援朝戦争史』上巻、前掲、一一九、一九四頁。
（
77）　『人民日報』一九五〇年一一月一二日。
（
78）　「中共合江省工委関於拡充新兵給各県的指示」 両年来戦勤拡軍工作調査材料」東北解放区財政経済史編写組編『東北解放区財政経済史資料選編』第四輯（黒龍江省人民出版社、一九八八年）五〇三、五一二頁。
（
79）　『東北日報』一九五〇年八月一八日。
（
80）　「瀋陽、旅大最近群衆思想動態及敵特活動情況」 『内部参考』一九五〇年一一月三〇日。
（
81）　
同右。
（
82）　
飯塚浩二『飯塚浩二著作集
　
一〇
　
満蒙紀行』 （平凡社、一九七六年）三六―三七頁。
（
83）　「瀋陽、旅大最近群衆思想動態及敵特活動情況」一九五〇年 月三〇日 前掲。
（
84）　「遼東、遼西、熱河 黒龍江等省各階層對時局的反映」 『内部参考』一九五〇年一二月 八日。
（
85）　「両年来戦勤拡軍工作調査材料」 『東北解放区財政経済史資料選編』 、前掲、五一二頁。
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（
86）　
同右。
（
87）　『人民日報』一九五〇年一一月一二日。
（
88）　「東北農民買馬修車準備赴朝鮮出戦勤」 『人民日報』一九五〇年一一月一二日。
（
89）　
松江省政府「関於戦勤与兵力動員初歩総結（節録） 」 『東北解放区財政経済史資料選編』 、前掲、五一七頁。
（
90）　
遼寧省政府民政庁武装科「戦勤工作総結」 、熱遼軍分区「熱遼秋季戦勤工作」 『東北解放区財政経済史資料選編』 、前掲、
五五八、五六三頁。
（
91）　
松江省政府「関於戦勤与兵力動員初歩総結（節録） 」 、前掲、五二三頁。
（
92）　
高崎隆治編『軍医官の戦場報告意見集』 （不二出版 一九九〇年）一三―一四頁。ここの引用文をより読みやすくするた
めに、陳が適宜に句読点を入れた。
（
93）　
同右、一一頁。
（
94）　「遼東、遼西、熱河、黒龍江等省各階層對時局的反映」 『内部参考』一九五〇年 二月一八日。
（
95）　「瀋陽、旅大最近群衆思想動態及敵特活動情況」一九五〇年 一月三〇日、前掲。
（
96）　「遼東、 西 熱河 黒龍江等省各階層對時局的反映」一九五〇年一二月一八日、前掲。
（
97）　
同右。
（
98）　「西安附近乱殺耕牛現象厳重」 『内部参考』一九五〇年 二月二 日。
（
99）　「中南区最近金融物価情況」 『内部参考』一九五〇年一一月一七日。
（
100）　「湖南省最近発現大批 外運」 『内部参考』一九五〇年八月三日。
（
101）　「中華人民共和国土地改革法」 『人民日報』一九五〇年六月三〇日。
（
102）　「湖南省最近発現大批耕牛外運」 、前掲。
（
103）　「四川農村地主奪佃富農解雇等現象極為厳重」 『内部参考』一九五〇年九月二〇日。
（
104）　
同右。
（
105）　「湖南省土地改革工作 幾個問題」 『内部参考』一九五〇年 月二 日。
（
106）　「湖南、浙江、蘇 、山東等地謡言彙集」 『内部参考』一九五〇年 〇月二 日。
（
107）　「湖北土匪特務悪覇活動情況」 『内部参考』一九五〇年 〇月一四日。
（
108）　「湖南、広西 蘇南 川北等地普遍発現宰殺与 耕牛現象」 『内部参考』一九五〇年一〇月二六日。
（
109）　「湖南益陽等地不法地主進行奪佃、逼租、造謡活動状況 内部参考 一二月六
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（
110）　「湖南、広西、蘇南、川北等地普遍発現宰殺与外運耕牛現象」 、前掲。
（
111）　「雁北各県発生大量出売耕畜現象」 『内部参考』一九五〇年一一月二日。
（
112）　
同右。
（
113）　「美帝侵朝後察省各地地主進行反攻」 『内部参考』一九五〇年一一月三〇日。
（
114）　
中国社会科学院・中央档案館編『一九四九―一九五二
　
中華人民共和国経済档案資料選編（工業巻） 』 （中国物資出版社、
一九九六年）九三、九五、九八頁。
（
115）　「関於黄牛皮収購会議」のうちの「六、附表参考」 、二四頁、Ｂ一八二―一―六七 上海市档案館所蔵。
（
116）　「皖北阜陽専区牛瘟厳重」 『内部参考』一九五〇年一〇月三一日。
（
117）　「上海市人民政府工商局工作人員出席局外会議報告」 、一八頁、Ｂ一八二―一 六七、上海市档案館所蔵。
（
118）　
同右。
（
119）　
同右。
（
120）　
同右。
（
121）　
同右。
（
122）　
同右。
（
123）　
同右。
（
124）　
同右。
（
125）　『中華人民共和国経済档案資料選編（工業巻） 』 、前掲、九七頁。
（
126）　
同右。
（
127）　
上海二軽工業誌編纂委員会編『上海二軽工業誌』 （上海社会科学院出版社、一九九七年）五〇八、五二三頁。上海皮革行
業志編纂委員会編『上海皮革行業志』 （中国軽工業出版社、一九九四年）九二頁。
（
128）　『中華人民共和国経済档案資料選編（工業巻） 』 、前掲、九七―九八頁。
（
129）　「関於黄牛皮収購会議」Ｂ
　
一八二―一
―六七、二一頁、上海市档案館所蔵。この文書には「中国皮革廠」と記してある
ところが、 「中国製革廠」の誤記と思われる。
（
130）　『中華人民共和国経済档案資料選編（工業巻） 』 、前掲、九七―九八頁。
（
131）　
同右、九八頁。山西省で開かれた第一回全国製革業会議は一二日間も続き、 「一に軍需用、二に工業用、三に民生用」と
いう製革業の方針が定められた。 『上海皮革行業志』 、前掲、二三頁。
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（
132）　「華東軍区後勤軍需部製革廠関於半年来職員的幇助教育与争取及臨時工的組織教育生産情況的報告」Ａ三九―二―二〇―六、上海市档案館所蔵。
（
133）　
同右。
（
134）　
同右。
（
135）　
同右。 「中華全国総工会関於登記各級工会組織的通知」 『労働報』一九五〇年一〇月三〇日。
（
136）　
同右。
（
137）　
同右。
（
138）　「軍事工業紛伝捷報」 『労働報』一九五〇年一一月三〇日。
（
139）　「上海市委：上海市私営企業雇用臨時工暫行弁法」中国社会科学員・中央
档
案館編『中華人民共和国経済党案資料選編
（労働工資和職工福利巻） 』 （中国社会科学出版社、一九九四年）二九〇―二九一頁。上海市の私営企業のために制定されたこの「弁法」は、同市内の各公営企業にも適用されると第一四条で定められている。
（
140）　「後方勤務軍需部被服第三廠臨時工解 工作総結報告」Ａ三九―二―二〇―六、上海市档案館所蔵。
（
141）　「皖北阜陽専区牛瘟厳重」 、前掲。
（
142）　
太和県地方志編纂委員会編『太和県志』 （黄山書社、一九九三年） 。
（
143）　
臨泉県地方志編纂委員会編『臨泉県志』 （黄山書社、一九九四年）六八、七三頁。
（
144）　
頴上県地方志編纂委員会編『頴上県志』 （黄山書社、一九九五年）七〇、八〇頁。
（
145）　
阜陽県地方志編纂委員会編『阜陽県志』 （黄山書社、一九九四年）一四 頁。渦陽県志編纂委員会編『渦陽県志』 （黄山
書社、一九八九年）五七頁。蒙城県地方志編纂委員会編『蒙城県志』 （黄山書社、一九九四年）五九頁。
（
146）　
安徽省宿県地方志編纂委員会主 宿県 出版社、一 八三年）八〇、一一 頁。
（
147）　「皖北災民大量南逃情況厳重」 『内部参考』一九五〇年一一月二四日。
（
148）　『宿県県志』 、前掲、七八頁。司馬遷『史記』巻四八「陳渉世家第一八」 （中華書局、 九九八年）一九五〇頁。
（
149）　「募集寒衣救 」 『労働報』一九五〇年一〇月二八日。
（
150）　「伸出同情的手援助災民弟兄」 『労働報』一九五〇年一一月八日。
（
151）　「皖北災民大量南逃情況厳重」 、前掲。
（
152）　
同右。
（
153）　「合衆社捏造我華東部隊 調」 『内部参考 一 一三
